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札幌市立大学はデザインと看護の２学部､２研究科､

助産学専攻科を設置し､｢人間重視｣と｢地域社会への

貢献｣を基本理念に掲げ､デザインと看護の特色を活

かした教育･研究･社会貢献活動に取り組んでいます。

本冊子は産学官連携･地域連携等にさらに積極的に

取り組むため､多くの方々に本学の最新の活動事例

をご紹介することを目的に発行いたしました。

札幌市立大学の教育･研究･地域社会との連携活動

に関心を持っていただければ幸いです。
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研究交流活動

第 1 部　「ウェルネス」
1.	 からだにやさしい移動・移乗支援補助用具の試作と実用性の検証
2.	 授業を通しての地域連携活動の事例紹介　

	 −「鞄のいたがき」：革端材を利用した製品提案−
3.	 産学官連携から生まれた強くて優しい帽子「アボネット」
4.	 高齢者向け業務用総菜食品の開発

	 −軟らかくて食べやすい食材の開発−

第 2 部　「創造都市：新しい価値の創造」
5.	 創造都市さっぽろの取組みについて

	 〜メディアアーツを活用したまちの付加価値向上に向けて〜
6.	 創造性の解放−クラフター経済の隆盛−
7.	 セーフコミュニティをデザインする

第 3 部　「萌芽的研究」
8.	 積雪寒冷地の冬季都市景観イメージに関する北海道とラップランドの比較研究
9.	 寒冷地に暮らしてきた女性の尿失禁のリスク要因と対処行動に関する研究

10.	ポスター・パネル展示発表　

1

＜ 2014 年度 SCU 産学官研究交流会＞
2014 年 11 月 20 日　サテライトキャンパス
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はじめに
移動・移乗とは、ある場所から別の場所に体を移動さ

せる動作であり、その動作が自力でできるということ
は、自己の欲求を満たす、あるいは生活をする上で重
要な要素である。
しかし、何らかの障害によって下肢筋力低下とな

り、麻痺などが原因で下肢の可動ができない場合は、
自力での動作は難しくなり、他者の介助をうけて移動・
移乗することになる。
医療機関における車椅子への移動・移乗の場面で、

看護職者や介護職者の多くは、移動補助用具を用いる
ことなく、自分の力を使って被介助者（患者）の身体
を持ち上げ、介助していることが多い。

これは、移動支援補助用具が医療機関に十分に普
及していない状況と、一瞬の移動動作に対し、移動補
助用具を準備する時間と手間を惜しんでいるためと推
測する。

このような介助者による被介助者の移動・移乗は 2
側面の弊害がある。
①介助者側：介助時の身体的負担（腰痛）
②被介助者側：		他者にゆだねる心理的・身体的負担、

活動意欲の低下
また、看護職が業務中に発症する腰痛有訴率は

60.0%といわれ、移動・移乗動作介助はその腰痛の一

因となっている。腰痛が持続し、徐々に悪化すること
で業務遂行が困難となり、その結果、離職に至るとい
うケースもある。

このような身体的負担を軽減あるいは解消できな
いかと考え、移動・移乗動作を支援補助する用具の製
作に取り組むこととした。
現在、おもに実施されているベッドと車椅子間の

移動・移乗時の動作を以下①〜③に示す。（写真）

①	被介助者（患者）の背中に手を回し抱え込むように
ゆっくり立ち、重心をベッドから床面に移動させる
（前傾姿勢となり座位から立ち上がる）

②	殿部を車椅子の座面に向くように回転させる（足を
軸にして体をゆっくり回転する）

③	車椅子の座面に移動するため、膝を曲げ体の重心を
移動させて座る（車椅子の座面に殿部をおろす）

現在、介助者が被介助者を抱え込むような前述①、
②の動作に着目し、腰痛の原因となる動作を解消し、
被介助者にとっても抱え上げられずに水平移動動作で
きるような移動・移乗支援補助用具の製作に取り組ん
でいる。

ベッドと車椅子間の移動・移乗動作のようす
写真：大河原千鶴子他編集：看護の人間工学、医葉薬出版株式会社 2013.

からだにやさしい移動・移乗支援補助用具の試作と実用性の検証

田中 広美　檜山 明子　樋之津 淳子
札幌市立大学看護学部

杉 哲夫
札幌市立大学デザイン学部
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目的
ベッドから車椅子間の移動・移乗を支援補助する

用具の試作・提案を目的とする。

期待される成果
看護職者・介護職者など介助者の腰痛有訴率の減

少あるいは解消ならびに被介助者（患者）の身体的・
心理的負担感の軽減につながる、お互いのからだに
とってやさしい医療用具となることが期待される。
　
現在、水平移動を可能にするスライディングボー

ドがいくつか製品化されている。
例：	モルテン社製イージーモーション
	 （楕円形型・長方形型）
	 TNK社製（日本）かるいどう P型など

本研究グループでは、以下の 6項目を重点的に検
討した。
１）	 	殿部をスライドした時の器具の中心部分のたわ

みを軽減化する
２）	 	製品を持った時の重さが負担とならないため、

重さとサイズのスリム化→目標重量　1.5Kg 以内
３）	 スライド時の殿部の移動のしやすさ（滑り）
４）	 	製品の上をスライドする時の荷重に耐える素材の

選択
５）	 持ち運び可能な形状
６）	 車椅子のアーム部分を外さず使用できる簡易さ

結果
第 1段間の調査として、麻痺等の障害を持たない

健康な 20 代の男女 10 名に対し試作品と商品化されて
いる製品の両方の使用感を調査した。
そのデータをもとに、試作品の部分改良を重ね、

第 2段階の調査として、35 歳〜 75 歳までの麻痺など
の障害を持たない男女 10 名に対し試作品と商品化さ
れている製品の両方の使用感を調査した。
その結果は以下の通りである。

１）	 	試作品と商品化されている製品の両方を使用し
てもらった結果、前者が後者よりたわみが少な
く、移動時の安定感があることが分かった

２）	 	丈夫さとの兼ね合いもあり、1.5kgにはできていな
いが、初期に 2kgを超えていた重量を 1.88kg まで
減量できた

３）	 	滑りやすさにおいて商品化されている製品より好
感触が得られたが、移動動作に合致した滑りには
課題がある

４）	 	家具強度試験（北海道総合研究機構に依頼）に
おいて、破断検査で 300kg に耐えるだけの強度
が確保できた

５）	 	移動に邪魔にならないように持ち手をつけ、持
つ部分をわかりやすくした

６）	 	車椅子を選ばすに適応させられるようにするた
め、車椅子のアーム部分をはずさず設置でき、
かつ重量が抑えられるような長さを検討した。

まとめ
今後も、産官学連携を継続して改良を重ねながら、

移動・移乗を支援する製品としての完成を目指す。
現在、特許申請中である。

試作品（写真）

使用状態参考図（移乗前）

（移乗後）

第 1 部　「ウェルネス」
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１．はじめに
本学では、地域、企業と連携したさまざまな活動

が行われている。
2013 年、前期にある「ヒューマンファクターズ入

門（2年生）」の授業の課題として、鞄のいたがき様
のご協力のもと、「革端材を利用した製品提案」につ
いて取り組んだ。今回の報告では、授業を通じて学生
と企業が連携し、提案した製品が店頭に並ぶまでのプ
ロセスと活動を通しての気づきについて報告をする。

２．提案から販売までのプロセス
いたがき様と教員とで事前に打ち合わせをし、9月

21 日− 23 日大通公園にて実施されるクラフトマー
ケットへの出展の際に販売することを目標とした。
授業課題としては 34 名の学生が取り組みをし、そ

の中から 3名の学生が選出され、授業終了後は、その
3名の学生を中心に有志の学生が集まり課外活動とし
て取り組んだ。
授業では全 15 回中 6回を本課題の時間とした。
まず、本学の木工室にて、いたがき様による講義

と加工体験を実施した。講義では、いたがき様で販
売されている製品を事例に革の特性、加工方法など
についての紹介があった。加工体験ではキーホルダー
制作を通してインク塗り、磨き、サーマル塗り、カ
シメ取り付け、イニシャル手打ちなどを体験した。
受講生は、革に興味がある学生が多いが、実際に革
を使った作品作りをした経験のある学生は少ないた
め、どの学生も熱心に話を聞き、体験に参加していた。
講義および体験の様子を図 1 に示す。その他にも希
望者については、いたがき本社にて工場見学および
制作体験を実施した。
次に、アイデア展開については、個人での作業と

グループでの作業を組み合わせ進めた。授業時間外に
個人で革製品の市場調査、ニーズ調査、ユーザ設定を
まとめ、アイデアを深めるようにした。そして、授業
時間内に 4〜 5名のグループに分かれ、各自の調査結
果およびアイデアについて意見交換をした。また、あ
る程度のアイデアがまとまった段階で中間発表を実施
し、いたがき様よりアイデアや制作方法についてアド

バイスを頂いた。
その後、最終プレゼンにおいて全員が各自のアイデ

アについて発表をし、その中から 3名の作品が選ばれ
た（1名 1作品）。
授業終了後は、選出された 3名の学生を中心に有

志の学生が集まり課外活動として取り組んだ。いたが
き様と学生でメールのやり取りをし、アイデアの形が
決まると、いたがき本社にて制作を行った。いたがき
様には制作にあたっての材料、道具等の準備をして頂
いたうえに、当日はスタッフ 1名の方にご指導を頂き
ながら 3名の学生が制作を行った。制作の様子を図 2
に示す。
最後に、クラフトマーケットのいたがき様ブース

にて 3名の作品を販売した。販売にあたっては、学生
も参加させてもらい、売れ行きやお客様の様子なども
実感することができた。販売の様子を図 3に示す。

図 2 制作の様子

図 1 いたがき様による講義と体験の様子

Title

Author

2授業を通しての地域連携活動の事例紹介
-「鞄のいたがき」：革端材を利用した製品提案 -

小宮 加容子
札幌市立大学デザイン学部
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３．選抜された 3 作品について
以下に、選抜された 3作品について紹介をする。

①イヤフォンジャック「レザデコ」
　（デザイン：神田杏樹）
近年、スマートフォンの普及が急速にのびており、

その中でも 10 〜 20 代は過半数がスマートフォンを所
有している。イヤフォンジャックはサイズが小さいた
め、使用する革の面積が少なく、その分、価格も安く
設定できる。さらに、革を使用したイヤフォンジャッ
クはない。
10 〜 20 代の若者を対象にした、温かみのある革の

良さを生かしたイヤフォンジャックの提案である。ビス
ケット、ピザ、ケーキなど食べ物をモチーフにし色の異
なる革を用いた作品に仕上げた。図 5に作品を示す。
②ジップタグ「Zip	Tag」
　（デザイン：佐藤南津子）
購入者自らが手を加えることで、愛着を持ち長く

使ってもらうことを目指したジップタグの提案であ
る。透明なパッケージに開いた状態の革製ジップタグ
（予めステッチ用の穴が空いている）と、カラフルな
刺繍糸を同封することで購入者が自らカバンのジップ
に通して挟み、簡単なステッチをして完成する。ジッ
プタグをとりつけることにより、カバンのワンポイン
トとなりファッション性が高まるだけでなく、冬に手
袋などをしていてもジップがつまみやすく、革製であ
るためすべりづらくなり、カバンが開けやすくなる。
そして普段何気なくたくさん触れるところなので、経
時的に革の味わいが増していく。さらに、ひとつあた
りの面積が大変小さく、コスト面もクリアしていると
いえる。図 6に作品を示す。
③イヤフォンジャック「Hokkaido	ジャック」
　（デザイン：松田美香）
キタキツネ、北海道（地形）、雪の結晶、牛乳瓶な

ど北海道にまつわるものをモチーフにしたイヤフォン
ジャックの提案である。イヤフォンジャック本体と革
製品の部分は取り外しができるようにすることで、他
のデザインに変えたい場合は革製品本体のみの価格で
購入できる。
普段革製品に触れる機会が少ない若者もイヤフォ

ンジャックであれば、革を身近なものに感じることが
できる。図 7に作品を示す。

４．おわりに
今回の課題は、普段、革に触れる機会が少ない学生

にとって、革の良さを活かしたいと思う気持ちはある
ものの、革の特性や革製品の良さについての知識、経
験が浅く、とても難しい課題であったようである。し
かし、授業を通じて学生と企業が連携し、提案した製
品が店頭に並ぶまでのプロセスをたどることができ
た。これは、学生にとって、とても貴重な経験であった。
多くのご支援とご指導を賜りました、鞄のいたが

きの皆様に深く感謝いたします。

図 3 販売の様子

図 6 ジップタグ「Zip Tag」

図 7 イヤフォンジャック「Hokkaido ジャック」

図 5 イヤフォンジャック「レザデコ」
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１）株式会社特殊衣料
社員 162 名　内障がい者は 25 名。
年商は 13 億 4800 万円。
主な業種は、病院・施設のリネン業、病院・施設

の清掃業、福祉用具の製造卸販売。
創業当時、病院・施設内で必要なものは、院内で工夫

して作っていたりボランティアさんが力を発揮していた。
その作られたものが、洗濯ものとして工場にたく

さん戻ってきていたこと、そして、修理のためのミシ
ンがあったこと、付添いさん制度がなくなったことな
どが重なり当社が製造に力を注ぐことになる。

２）保護帽のスタート
1994 年当社の保護帽の原点

である障がい者用の『愛帽』
ができた。それまで必要な方
は、義肢装具屋さんが作った
なめした本革製の保護帽を

被っていた。しかし、保護帽を必要としている方は、
四六時中被っていなくてはならないにも拘らず、皮は
汗を吸うと異臭を発生するので洗うことができるもの
が求められていた。
スタートは、そんなお客様からの要望から保護帽

の商品開発が始まった。

３）産学官連携へ
2000 年札幌市から『福祉用具のデザイン開発・研

究プロジェクト』のお誘いを受けた。
官の札幌市経済局、学の札幌市立高等専門学校（現

札幌市立大学）そして、産として社団法人日本福祉用
具供給協会北海道支部の会員として当社が参加した。
開発テーマは、冬期間被れる一般的なデザインの

保護帽だった。
当社は、『愛帽』の見た目の悪さをデザイン力で変

えることができればと思い参加した。　
札幌市としてもスパイクタイヤの禁止からミラー

バーンによる転倒事故から救急車の出動回数が増加の
一途をたどっていた。
そこで当時の工業デザインの先生方にデザインの部

分で参加していただきプロジェクトがスタートした。

４）産学官連携の難しさ
スタート時点では、当社にはデザイナーがいない

上、ましてやデザインに関する知識やデザイナーがな
んたるかを理解するまではかなりの時間を費やした。
先生方の言うことがさっぱりわからず「どうして

そんなに時間をかけるのか？」「工業デザイナーはグ
ラフィックができないのか？」という頓珍漢な質問を
する中小企業の典型だった。　
冬用の帽子だったのでカタログ用の写真撮りに雪

のあるニュージーランドに行って撮影しましょうとい
う言葉に度肝を抜かれた。
低レベルな企業だと思う先生方と中小企業のこと

を分かってくれないと嘆く企業。
そんな、わけのわからない中小企業との間に入って

コーディネートしてくれたのが、札幌市経済局だった。
結局先生方は、デザイナーが調査、実験、広報、

販売に至る作業などトータルなディレクションを行う
羽目になり一般的なプロジェクトでは見られない珍し
いケースの活動となった。
先生方の中にホンダ出身の先生がいたことで保護

帽の裏付けである衝撃度データーの必要性を明確にし
てくれたことも開発には必要べからざることだった。

５）アボネットの誕生へ
2001 年には、年間 26 回の打ち

合せを通して形づくりをしてきた。
技術を上げるために退職した帽

子職人や札幌オリンピックの帽子
のデザイナーさんに会社に来ても

らいアドバイスも受けた。
モニターやマーケティングのために国際福祉機器展に

出展したり雪まつり会場では、市民のアンケート調査を
したり当時の桂市長と青森市で開催された北方圏会議に
も出展をした。

Title

Author

3産学官連携から生まれた強くて優しい帽子「アボネット」

藤本 欣也
株式会社特殊衣料
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アボネットのネーミング・マークも学内の公募で
選ばせてもらった。
そしてやっと 2002 年夏の市長記者会見で 3アイテ

ムを発表し丸井今井で販売を開始した。

・国際福祉機器展出展
・いきいき福祉・介護フェア出展
・地下街コンコースふれあい広場にて展示
・市役所本庁舎ロビー展示
・ミュンヘンクリスマス市に出展

６）アボネットの変遷
＜ 2003 年＞
・		道内のデザイン賞を数々受賞しその年のグッドデザ
イン賞商品デザイン部門を受賞した。
＜ 2004 年＞
・		北海道電力の検針員さんの帽
子を作ることになった。
	 	1000 人近い人の頭のデーター
を取りこのデーターが、それか
らの帽子作りの良きデーターと
なったと共に社会的信用と大量生産するノウハウを
学んだ。
	 	帽子を被っていた北電の職員さんが車同士の衝突事
故に巻き込まれた時もかすり傷で済んだことから、
職員の命が助かったと喜んでいただき夏用の帽子の
発注に弾みがついた。
＜ 2005 年＞
・		雪まつりの視察に来た小泉元
首相がアボネットを被って大
通りを歩いてくれた。これも
産学官連携のなせる業だ。
＜ 2006 年＞
・銀座松屋が展示即売会を開催。
＜ 2008 年＞
・経済産業省北海道経済産業局　新連携事業認定
＜ 2011 年＞
・		地元の小学校 1年生にアボネット EVAインナーの
寄贈をスタート。

・		住べテクノプラスチックと共同開発したスミキャッ
プをインナーとしたアボネット JOBを発売。

・		一般財団法人日本自動車研究所と共同開発の上、	

アボネット JARI を発売。
＜ 2012 年＞
・	グッドデザイン賞をアボネッ
ト+JARI で 2 度目の受賞
・		ワールドビジネスサテライト
の「トレンドたまご」に取り
上げられた。

・		アボネット +JARI がカタログハウスに認められ通
販生活に掲載。

・		アデランスが医療用ウィッグ販売時にアボネットス
ムースキャップをプレゼント。
	 	抗がん剤治療の患者さん用として現在は、全国のア
デランスのショップで販売中。
＜ 2013 年＞
・		トヨタ自動車とウィングレッ
ト用乗車帽の共同開発。モー
ターシーで使われた。
	 	中小企業が大企業からオ
ファーがかかるということ
は、産学官連携による功績が大である。

・		NHK「まちかど情報室」にて紹介。
・		大阪大学医学部付属病院で病棟内での転倒事故から
入院患者さんを守るためにアボネットを採用。

・		台湾への輸出がスタート。
＜ 2014 年＞
・国際福祉機器展、危機管理産業展に出展。
	 	地震や噴火など天変地異から少しでも守るという考
え方が浸透してきていて大手メーカーから様々なオ
ファーを頂戴する。

７）終わり
当時、産学官連携で成功した例はない、試作だけ

で終わり最終的な商品にはならないと周りの経営者か
ら言われていた。
ではなぜ成功したかというと、一番にコーディネー

ターの指導力があげられる。両者の食い違う意見を根
気よく聞きながら目標に導く力が必要だということで
ある。
産学官連携で得た当社の信用は、計り知れないも

のがあった。
そして、これからも。

国際福祉機器展出展

ダミー人形の試験

クリスマス市で販売

サーモグラフィー
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はじめに
我が国の食市場において、外食・内食がここ数年

縮小傾向にある中で、総菜や弁当などの中食は唯一拡
大を続けている市場です。中食の利用意向に関する年
代別調査（農林水産省）では、「利用を増やしたい」
との回答が 60 歳以上の年齢層で最も多く、高齢者の
咀嚼能力や嗜好に応じた食品開発の重要性が高まって
います。
当センターは、日本介護食品協議会が高齢者向け

に制定したユニバーサルデザインフード（UDF）の
区分「区分 1:	容易にかめる	」（参考資料 1）を指標に、
義歯装着等で「かむ力」がやや低下した高齢者の方に
適した軟らかく食べやすい業務用総菜食品の製造技術
を開発し、試作品の製造やその評価を行いました。

１. 容易にかめる硬さの農畜産食品素材の開発
栄養士による官能評価で硬さの度合いを点数化し、

適切と評価された食品の物性値を特定することで、適
切な硬さの目標範囲を設定しました（図 1、図 2）。ま
た、硬さを調整する製造技術を開発し、試作品を製造
しました。

２．総菜の試作 ･ 評価および試作実証試験
協力企業でスケールアップした試作実証試験を実

施しました（図 3）。
病院や老健施設の栄養士らによる試作品（図 4）の

評価を行い（参考資料 2）、以下を確認しました。
・厨房での調理作業の軽減
・硬さ目標範囲が高齢者向けの食材として適切

３．普及活動
総菜食品製造企業や小売企業、卸売企業、高齢者

向け宅配給食製造企業、病院、介護老人保健施設に業
務用総菜食品の試食や情報提供を行うとともに（参考
資料 3）、開発した技術や業務用総菜食品について、
冷凍食品技術研究会（北海道冷凍食品協会）での講演
などを実施し、成果普及を行っています。

図 1　各食材の容易にかめる硬さの目標範囲

図 2　栄養士による硬さ評価

図 3　企業による試作品製造
（レトルト加熱工程）

図 4　実証試験の試作品（農産物）
（左からニンジン　ダイコン　ゴボウ）

Title

Author

4高齢者向け業務用総菜食品の開発
―軟らかくて食べやすい食材の開発―

熊林 義晃　東 孝憲　柿本 雅史
北海道立総合研究機構食品加工研究センター
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参考資料１　ユニバーサルデザインフード区分

参考資料２　試作品の情報提供と評価

参考資料３　普及活動
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【創造都市さっぽろとは】
札幌市は、文化芸術の多様な表現に代表される創

造性を活かして、産業振興や地域の活性化などを図り、
さまざまな都市課題を解決する「創造都市さっぽろ」
の取組みを都市戦略として進めている。

平成 18年 3月には「創造都市さっぽろ」宣言を行
うとともに、平成 21年 1月には、「大規模な文化芸術
施設の整備・イベントの開催」、「コンテンツ産業の担
い手育成」、「デザイン学部を有する市立大学などの教
育研究による人材育成」などの実績が認められ、文化
庁長官表彰「文化芸術都市部門」を受賞するなど、国
内で一定の評価を得るまでになった。

【創造都市さっぽろの新たなステップ】
このよう状況を踏まえ、創造都市さっぽろの世界に向

けた新たなステップとして、世界の創造都市との知の交
流や新たな都市ブランドの創出を図ることを目的に、ユ
ネスコ創造都市ネットワーク加盟を目指して取り組んで
きたところである。

【ユネスコ創造都市ネットワークとは】
ユネスコ創造都市ネットワークとは、平成 16年にユ

ネスコ（国際連合教育科学文化機関）が創設したもので、
創造的・文化的な産業の育成、強化によって都市の活
性化を目指す世界の都市が、国際的な連携・相互交流
を行うことを支援する枠組みである。平成 26年 10 月
末現在、札幌市も含む世界の 41都市が加盟している。
加盟分野には 7分野あり、札幌市は ITやデジタルコ

ンテンツの企業が集積し、大規模な文化芸術イベント、
施設も豊富にあり、メディアアーツ（デジタル技術と
芸術を融合した新しい芸術表現）を創出、活用する素
地があるなどから、メディアアーツを加盟分野として
選んだところである。

＜島袋道浩（一石を投じる）＊１＞

＜ kitara、iCommons Summit、ICC、市立大学＞

＜ネットワーク年次総会 2011（ソウル）＞

＜市民参加で創る北２条広場メディア空間＞

Title

Author

5創造都市さっぽろの取組みについて
～メディアアーツを活用したまちの付加価値向上に向けて～

山口 康広
札幌市市長政策室政策企画部創造都市推進担当
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【市民の創造的活動を刺激する取組み】
その後も、創造都市さっぽろの取組みとしては、

地下鉄コンコースをアート作品展示空間とした札幌大
通地下ギャラリー「500m 美術館」、著名な芸術家の
作品を設置した創成川公園をはじめ、札幌駅前通地下
歩行空間（チ・カ・ホ）を単なる通路ではなく、芸術・
文化の発信拠点と位置づけて整備するとともに、国際
短編映画祭、サッポロ・シティ・ジャズ、パシフィッ
ク・ミュージック・フェスティバル（PMF）、さっぽ
ろアートステージなど、市民が身近に文化芸術に親し
み、市民の豊かな創造性を涵養する機会提供に努めて
きた。

【メディアアーツ活用によるまちの付加価値向上】
平成 25 年 2 月のさっぽろ雪まつりでは、メディア

アーツの分かりやすい事例であるプロジェクション
マッピングを大雪像に投射し、既存の観光資源の付加
価値向上を図るなど、メディアアーツによる観光振興
やこれらに関わるデジタル産業振興への取組みも進め
ているところである。

このように札幌市が取組むメディアアーツ活用の
特徴は、自然環境を背景にして、大通公園に代表され
る広大な都市型祝祭空間を活かして、いわば都市自身
がメディアとなって都市の魅力を発信していくことで
ある。

【加盟認定】
こうした取組みが評価され、平成25年11月11日に、

メディアアーツ分野では、アジアで初めてユネスコ創
造都市ネットワークの加盟が認められた。

【今後の展開】
札幌市は、ユネスコ創造都市ネットワークを活か

した文化を軸とした加盟都市との交流や、メディア
アーツを活用した既存の都市資源を高付加価値化する
取組みを積極的に進め、都市ブランドの向上や産業振
興・人材育成など図り、まちの活性化につなげていく
こととしている。

＊１、２の写真
提供 : 創造都市さっぽろ・国際芸術祭実行委員会
photo:Keizo Kioku

＜ 500m 美術館、チ・カ・ホ、創成川公園、ＰＭＦ＞

＜雪まつり大雪像「豊平館」プロジェクションマッピング＞

＜ロゴマーク＞

＜坂本龍一＋真鍋大度（センシング・ストリームズー 不可視、不可聴）＊２＞

＜ YOSAKOIソーラン祭り、サッポロ・シティジャズ、
ホワイトイルミネーション、雪まつり＞
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1 . 消費者の飛躍
20 世紀の経済システムにおいて、「消費」という行

為は重要な位置を占めていた。大量生産・大量消費の
経済において、消費は生産を支える基盤であり、消費
は生産供給に従属する動力であった。しかし、インター
ネットとともに 90 年代に生み出された金融システム
は、それまでとは全く違った新しい仕組みを作り出し
た。大量消費を通過する事なく、何倍もの利益を生み
出すというメカニズムである。こうした時代変化の中
で、消費や消費者自体にも大きな変化が到来すること
になる。それは、消費者の飛躍とも呼べる現象である。
21 世紀に入って、ソーシャルメディアの台頭がもた

らしたのは、無数の「作者（でもある消費者）」の出現
である。消費者生成メディアやコンテントの膨大な発
生は、これまで受動的な鑑賞者や消費者であった人々
をコンテントの生産者に変えた。人々は、あらゆる生
活の場面で、旧来の消費者からの飛躍をはじめたのだ。
一方、日本各地でガラス張りの料理教室が繁盛して

いる。ここで料理をつくる女性たちは、閉じた空間で
料理を習う消費者ではない。彼女たちは、行き交う通
行人の視線を浴びる生産者で演者でもある。それが日々
の料理の担い手たちの成熟を促していく。当然、ガラ
ス越しにいきいきと調理に取り組む彼女たちをみて、
自分も創り手であり演者になりたいと思う人々を誘う。
全国各地に増加している手芸用品店の増加傾向も著し

い。いまや従来の手芸愛好家の需要だけでなく、多くの
人びとが手芸と関わっている。財団法人「日本生産性本
部」の「レジャー白書」によれば、2006 年に 600 万人だっ
た洋裁・和裁人口は、2010 年に 2 倍以上の 1220 万人を
数える。2013 年の「レジャー白書」での「編物・織物・
手芸」人口は、1480 万人である。平成 21 年の総務省「全
国消費実態調査」によれば、この 10 年で「被服及び履物」
の一世帯あたりの一ヶ月の消費支出は低下が続いてい
る。これは不況や低価格衣料品が支持されている影響と
いえるが、安価とはいえ、皆と同じ服では自分の個性が
でない。そこで、自分を表現しようとする消費者の創造
性の発揮が、この手芸や手作りブームを後押ししている。
中高年女性の趣味の世界と思われてきた「手芸」は、

今では若い男女の「自分を表現する」創作意欲と結び
つき、世界的にも「手工芸経済＝クラフター・エコノ
ミー」として注目されている動向とも符合する。
同時に、従来の製造産業に革命をもたらすと予測

される 3Dプリンターによる個人のモノ作りや、世の
中に膨大な余剰として存在する高度な技術を個人が引
き寄せ、従来の高度なモノ作り産業基盤でしか作成で
きなかったハイテク製品自体を個人やグループで創り
だすという「メーカーズ（Makers）運動」1 や DIY
文化などが世界的に拡大している。

2 . 創造性の解放
かつて「創造」は、神のみが有する力だとも考え

られていた。これまで、消費は受動的なもので、創造
という主体性より評価されなかった。しかし、1970
年代にアメリカの未来学者アルヴィン・トフラーが指
摘した「生産消費者」という概念や、フランスの歴史
学者ミシェル・ド・セルトーの指摘した「消費者によ
る生産」、あるいは哲学者ロラン・バルトの有名なエッ
セイである「作家の死」を詳述するまでもなく、今日、
私たちの周囲には、生産と消費、供給と需要という単
純な二元論が通用しない世界が現れている。
ロラン・バルトは『物語の構造分析』（花輪光訳・

みすず書房 1979/11）の中で、作家＝創造者を次のよ
うに指摘した。
「作者というのは、おそらくわれわれの社会によっ
て生み出された近代の登場人物である。われわれの社
会が中世から抜け出し、イギリスの経験主義、フラン
スの合理主義、宗教改革の個人的信仰を知り、個人の
威信、あるいはもっと高尚に言えば《人格》の威信を
発見するにつれて生み出されたのだ。」（80p）
バルトは、「作品」とは様々なものが引用された織物のよ

うなものであり、あたかもそれを一から生み出したとする
「作家」それ自体を懐疑した。「作品」を解くのは読者であ
るとして、芸術作品に対してそれまで受動的なイメージし
かなかった受信者側の創造的な「関与」を強調したのである。
消費し、需要する側も、実は何らかの生産に関与し

1 http://engineer.typemag.jp/article/wiredconference2012

Title

Author

6創造性の解放−クラフター経済の隆盛−

武邑 光裕
札幌市立大学デザイン学部
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ている。生産と分配の経済システムは、均質化するモ
ノ、既成品にあふれた社会を生み出した。その均質化
のプロセスが浸透する中で、実は消費者たちは何かを
巧妙につくりだしているのではないか。これがド・セ
ルトーの『日常的実践のポイエテイーク』（山田登世
子訳・国文社 1987/5）の観点である。
「拡張主義的で中央集権的な、合理化された生産、
騒々しく、見世物的な生産にたいして、もうひとつの
生産が呼応している。こちらのほうの生産は、さまざ
まな策略を弄しながら、あちこちに点在し、いたると
ころに紛れこんでいるけれども、ひっそりと声もたて
ず、なかば不可視のものである。なぜならそれは、固
有の生産物によってみずからを表わさず、支配的な経
済体制によって押しつけられたさまざまな製品をどう
使いこなすかによっておのれを表わすからだ。」（14p）
消費の内に生産や創造性を読み取るこのド・セル

トーの視点は、生産の概念、あるいは創造の領域を自
然に拡張させる。ド・セルトーが問題にするのは、消
費者や鑑賞者には創造性がないと志向するようになっ
てしまった社会のあり方であり、これまで生産側に占
有された創造性の解放であったのだ。

３. 贈与と交換
人々は、生産と分配の社会システムから、「贈与と交換」

の社会システムを志向しはじめているとする指摘は、近年
「シェア経済」や「フリー」といった言葉とともに、インター
ネット社会の現象として広く考察されている。米国のイン
ターネット社会企業家クリス・アンダーソンは、『フリー（無
料）からお金を生みだす新戦略』（日本放送出版協会
2009/11）という著作の中で次のように指摘する。
「アマチュアの創作意欲を動機づけるのは、お金で
なければなんだろうか。啓発された利己主義こそ、人
間のもっとも強い力なのだ。人々が無償で何かをする
のはほとんどの場合、自分の中に理由があるからだ。
それは楽しいからであり、何かを言いたいから、注目
を集めたいから、自分の考えを広めたいからであり、
ほかにも無数の個人的理由がある。」（P250）
創造経済とは、これまでの供給型経済から、消費者や

需要側の表現欲求や創造性から生じる経済活動であり、
さらに単純な金銭的利益を追求するものではない。フィ
ンランドで「クラフター経済」の可能性を追求する研究
者ウッラマーリア・ムタネンのエッセイ「手芸愛好家の
経済」（yomoyomo	訳Make:	Technology	on	Your	Time	
Volume05, オライリー・ジャパン）によれば、これまで
の「市場のシステム」とは次のようなものである。
（1）	利益が交易の動機である。
（2）	交易はお金を基盤とする。

（3）	値段は需要と供給で決まる。
（4）			需要はマーケティングを通じて誘導される。
これに対して、「クラフター（工作や手芸の好きな

人たち）たちの経済」は次のようなものであるという。
（1）		「学習、認知、そして、互恵は、少なくとも経済的利

益と同じくらい、クラフターたちの交易の動機となる」
（2）		「クラフターにとっては、金銭の取引よりも、物々交換

や会話のほうが交易の形式において、より重要である。」
（3）		「つながり（Links）がクラフターたちのモノの価

値を決める。クラフターたちは何か新しいものを
学べるモノを評価する。」

（4）		「クラフターが求めるものは、単に買ってくれる
ことではなく、認知してもらうことである。」（14p）

４. 創造経済の基盤
経済の第一の系統が「生産と分配」の経済であると

すれば、創造経済やクラフター経済の動向とは、第二
の系統、つまり「贈与と交換」の経済ということがで
きる。「生産と分配」の経済は、同質性の高い社会に根
差し、その同質性をさらに強める。これまでの大量生
産・大量消費社会がそれである。「贈与と交換」の経済
は、最初から多様性を内部に包んだ異質性の高い世界
をつくる。今、私たちの社会を変動させているものは、
生産と分配から、贈与と交換の経済へのシフトである
ともいえる。そうであれば、これまでのような規模の
経済ではなく、個の経済、あるいはそうした創造的な
消費者を軸とする経済活動の可能性が見えてくる。
米国のソフトウェア会社 Intuit の調査 2 によれば、

現在、米国の労働人口の 3 人に 1 人（約 4200 万人）
が個人労働者（フリーランス）であり、その数は
2020 年までに、全労働人口の 40% にあたる 6000 万
人になると予測されている。これらの現象も個の経済
活動の隆盛である。日本でも終身雇用が崩壊し、労働
市場自体に大きな変化が生じている。人々は、自ら職
を選び、職を創出していく時代と向かい合う。
創造経済を支えるのは、消費者から生産者になる

市民、受動的な読者から日々の SNS で「作家」になっ
ている市民、鑑賞者から演じ手になっている市民だけ
でなく、日々の家事や労働、学習、そしてあらゆる生
活に関与するすべての人々である。創造性は個々の革
新的な才能ではない。それは、世界を変える集合的な
能力なのである。そして、次代の創造都市と創造経済
の目的とは、人々の創造性を阻害するさまざまな障壁
を認識し、それらを調停していく努力なのである。

2 Intuit 2020 Report-TWENTY TRENDS THAT WILL SHAPE 
THE NEXT DECADE
http://http-download.intuit.com/http.intuit/CMO/intuit/
futureofsmallbusiness/intuit_2020_report.pdf
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１．はじめに
セーフコミュニティとは、住民らが連携して安全

なまちづくりに取り組む自治体を指す名称で、WHO
（世界保健機関）セーフコミュニティ協働センターが
推進する、安全・安心なまちづくりの国際認証制度で
す。セーフコミュニティでは、地域の安全な暮らしを
おびやかす大きな要因である「けがや事故」に着目し、
「けがや事故は偶然の結果ではなく、原因を分析し、
対策することで予防できる」という理念のもと活動を
行っています。また、単に “ 安心なまちづくり ” を目
指すのではなく、外傷およびそれによる安全・安心へ
の脅威を「保健医療上の課題」としてとらえ、セーフティ
プロモーション（Safety	Promotion）に則り、公衆衛
生学的アプローチによって予防しようとする取り組み
がなされています。
要するに、セーフティプロモーションとは、住民

が幸せに暮らせるようにするために、事故や暴力、及
びその結果としての外傷や死亡を、部門や職種を越え
た協働によって、科学的に評価可能な介入により予防
しようとする取り組みです。具体的には、外傷サーベィ
ランスのシステムを構築し、地域における外傷の実態
を把握したうえで具体的な解決プログラムを策定し、
専門職並びに住民や地域にある民間資源を活用し、課
題解決を推進していくものです。

２．対象分野と本日のテーマ
セーフティプロモーションの対象となる分野は家庭

内外の不慮の事故など様々です。例えば、交通事故、
転倒や火傷、誤嚥、窒息など家庭内の事故、労働作業
環境での事故等、暴力（他人からの暴力、親密な相手
からのDV、児童虐待、高齢者虐待等）や自分への暴力
（自殺や心中）等に代表される外傷すべてが対象となり
ます。また、犯罪に関連する傷害予防の観点からすると、
街頭犯罪の防止対策、とりわけ犯罪被害リスクの高い
子どもの事件の 7 割が発生する通学道路や公園など、
公共空間犯罪に対する予防安全対策も該当します。
昨今、犯罪総量は減少傾向にあるものの体感治安

不安感、すなわち犯罪に巻き込まれるのではないかと
いう不安を高める報道等が目だち、不安感の改善対策

が警察を中心に進められてきました。しかし、これま
での縦割り行政や官主導の安全対策では「安全」と「安
心」の隙間を埋めることができず、課題解決が困難で
あるとの認識が高まってきました 1）。
そこで今回は、子どもの安全に焦点をあて報告いたします。

３．子どもの安全対策と統計
人口動態調査統計（平成 25 年度）によると、1歳

未満の乳児の「不慮の事故」による死亡は第 4 位で
89 名となっています 2）。日本の乳児死亡率は諸外国
と比べても低く、「不慮の事故」の対策も予防に関す
る普及啓発以外の対策が進んできませんでした。しか
し、「不慮の事故」に加害などを加えた死亡率（乳児
の外因死率）は、先進国の中で最低です。スウェーデ
ンと比べると日本の外因死率は 4倍にものぼります。
「不慮の事故」の死亡順位を年齢群別にみると、1
〜 4歳は第 2位（123 人）、5〜 9歳は第 1位（103 人）、
10〜 14歳は第 2位（95人）、15〜 19歳では第 2位（341
人）です。15 歳以上では、「不慮の事故」を上回り「自
殺」が増加しています。10 〜 14 歳で 75 人、15 〜 19
歳で 510 人が尊いいのちを自ら絶っています 3）。
「不慮の事故」とは、体の外から作用する急激で偶
発的なもの」です。思いがけない出来事や予測不可能
で急に起こった事故などを意味します。主に外的な要
因によって引き起こされた事故を指すことが多く、「不
慮」という文字から、「偶発的で予見できない」とい
うイメージを抱きがちです。予見できないものの予測
は困難です。しかし、英語で外傷は「Injury」と表記
され、思いがけないアクシデントではなく、予測可能
なインジャリー（傷害）と位置付けて、不慮の事故の
みならず暴力や虐待、自殺等の意図的な事態に対して
も傷害予防活動を展開しています。
前述のスウェーデンでは、傷害全般に対する予防プ

ログラムを実施し、地域住民の参加型予防活動の展開で
成果を出しています。同じく日本国内でもセーフコミュ
ニティに取り組む自治体で、自宅内でのけがの防止や学
校内でのけがの防止に取り組み、例えば、校内安全マッ
プを作成した小学校では、取り組み前と比べ、けがが
28.5％減少しているといった調査結果が出ています 4）。

Title

Author

7セーフコミュニティをデザインする

山田 典子
札幌市立大学看護学部
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他にも子どもの安全対策委員会を立ち上げ、幼稚園
や保育所、小学校を対象とした交通安全教室や自転車マ
ナーの向上を目指した街頭キャンペーンなどを実施して
います。また、全中学校区において安全マップを作成し
取り組み前と比べ、自転車事故の件数は、9.7％減少し
ています。一方、交差点での事故の割合は増加している
ため、引き続き原因を究明し新たな対策プログラムを策
定し、住民とともに取り組みを進めています。

４．安心感改善への取り組み
子どもの防犯に関する特別世論調査によれば、人々

の不安感形成要因の第 1位は「マスコミ報道（85.9％）」
で、次いで「近隣の顔見知りが少ない（33.2％）」、「通
学路・公園など人通りの少ないこと（30.8％）」でした。
実際に身近なところでの事件発生による不安と回答し
たものは 1割強でした 5）。このような調査結果をもと
にセーフコミュニティ活動として、子とも関連の凶悪
事件の抑止対策、近隣コミュニティの絆の回復、防犯
灯の設置などによる危険・不安な公共空間の安全対策
の推進、地域での子ども見守り、声掛け活動、防犯パ
トロールなど、コミュニティを基盤とした多様な安全
安心対策が包括的に行われています。犯罪総量の抑止
を核とする警察主導の安全対策だけでは客観的安全は
得られても、主観的安心の改善には限界があります。
セーフコミュニティ活動で行政や地域を巻き込んでい
くことによって課題解決を図ろうとしています。
2015 年にセーフコミュニティの認証を目指す鹿児島

市長は、「取り組みを通して薄れつつある地域の連携が
生まれ活性化してきた」と述べています6）。このように、
セーフコミュニティ活動は、「安全、住民、連携、指標、
認証」をキーワードに世界中で進められています。

５．外傷サーベィランスとはなにか
サーベィランスとは、監視するシステムのことです。

外傷の発生状況を正確かつ継続的に調査・把握し、そ
の情報を基に外傷の予防と管理をはかる一連のシステ
ムをさしています。
日本における外傷サーベィランスの特徴は、救急搬

送を中心に、警察データ、厚生データ、アンケートな
どを組み合わせて実施している点で、病院でのデータ
収集が難しいため、電子カルテを活用した外傷サーベィ
ランスシステムを立ち上げている自治体もあります。
我が国で最も必要性の高い傷害の実態把握と分析に

は、「交通事故」と「労働災害」があげられます。しかし、
自宅で発生した「障害」は報告先がなく情報を収集する
仕組みがありません。過去にこんにゃくを主原料とした
食品の製造が窒息死の対策として製造中止になりました
が、その後も残念な事故が起こっています。窒息死の原
因究明を製造者の責任を追及することで解決したかのよ

うに見えましたが、実は、原因の解明をヒト、モノ、環
境、法律の側面から十分に分析していませんでした。こ
んにゃく製品以外の餅・ご飯・肉・魚などで窒息する人
はこんにゃくの 4〜 10 倍発生しています。単に食べ物
だけではなく、「吸い込む」「すする」という食べ方にも
問題があります。このように事故が起こった時に責任追
及以上に環境の分析や習慣や文化も踏まえてアプローチ
する視点が現在の私たちには欠けています。
筆者がこれまでかかわってきた行政では、2011 年か

ら外傷サーベィランスを本格的に実施しました。消防
本部及び市内の外科・整形外科の 7医療機関から無償
でデータの提供を受け、年間約 1,800 人のデータ収集し、
これまで 8000 件近い外傷データが蓄積されています。

そのデータに基づき現状把握し対策が練られています。
上記はほんの一例ですが、外傷サーベィランスをす

すめていくことで、これまで防ぎようがないと思われて
いた事故や事件への具体的な対策が可能になるのです。

６．おわりに
病院が行う外傷サーベィランスは、医師や看護師

の負担を考慮して遅々として進まない傾向が否めませ
んが、電子カルテ化した項目を活かすことで、地域の
外傷の実態が明らかになる可能性があり、産学官の連
携の可能性もあると考えられます。

引用文献
１）	 	石附弘：コミュニティを基盤としたセーフティプロ

モーション活動の展開 . 日本健康教育学会誌、Vol.18，
No.4，p298-308.2010.

２）	 	平成 25 年度（2013）人口動態調査統計：http://www.
mhlw.go.jp/toukei/saikin/hw/jinkou/kakutei13/

３）	 	一般財団法人厚生労働統計協会：国民衛生の動向
Vol.60No.9，p425，2013/2014.

４）	 	広報まつばら：2014 年 11 月号　特集 . もう一度セー
フコミュニティを考えてみる .

５）	 	子どもの防犯に関する特別世論調査：平	成 18	年 8 月
内閣府政府広報室 .2006　	http://survey.gov-online.
go.jp/tokubetu/tindex-all.html）

６）	 	セーフコミュニティの認証を目指す鹿児島市：南日
本新聞 . 平成 26 年 10 月 23 日 19 面 .

第 2 部　「創造都市：新しい価値の創造」

・	 	交通事故の発生数は県と比べ市が多くなっている
・	 	1 日当たり 5人が受傷し、平均 2.8％を上回る
・	 	一般受傷 1,153 人の分析によると、転倒が最も
多く、乳幼児・高齢者の対策が必要

・	 	男性の自殺者が多い
・	 	自宅内での転倒について、昨年に比べ受傷者は減
少したが、中等症の受傷者の割合が増えている

外傷データの分析の公表：関係機関へフィードバッ
クするとともに、市民に対しても病院内にサーベィ
ランス結果を展示し公表する
課題：データ収集の継続は医療機関の負担となっている。
事故件数が少ないので、行動サーベィランスを検討する。
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背景と目的
　積雪寒冷地の地域資源である雪文化に着目し、独自の
発展を見せる北海道とフィンランド・ラップランドの比
較研究を行った。地域や国によって異なる、雪や氷資源
の文化的・地域的な意味合いを理解することで、雪や氷
資源の持つ可能性を最大限に活用することが目的である。
　雪や氷は積雪寒冷地における冬季の観光、北欧諸国
における文化イベントやスポーツ環境の分野で重要な
要素の位置を占める天然資源である。フィンランドは雪
や氷デザインのノウハウ、技術、芸術と商業活用の面で
幅広い専門知識を持っている。中でも、ラップランドで
は、雪と氷の建築技術、冬のアートやイベントだけでな
く、スキー場などのスポーツ施設の維持管理などに関す
る研究実践が盛んである。
　一方、北海道も同様に積雪寒冷地に位置し、「さっ
ぽろ雪まつり」に見られるような、フィンランドには
無い雪資源活用の成功事例を持つ。
　このように、地域や国によって異なる、雪や氷資源
の文化的、地域的な意味合いを理解することによって、
雪や氷資源の持つ可能性を最大限に活用できるように
することが可能になると考えられる。
　本共同研究は、ラップランド大学を中心とする、
「Lapland	 Snow	Design	 -	 Snow	Expertise	 from	
Lapland	as	an	Export	Product	-project（2011 − 14）」
を基盤とする新たな研究プロジェクト「Culture	of	
Snow	as	An	Arctic	Resource	 –Snow	Design	 and	

Technology	Innovations」の一部として、札幌市立大
学とラップランド大学のデザイン学部に所属する研究
者が協力して取り組む国際比較研究である。本共同研
究では、その中でも特に、「雪文化の国際比較」に焦
点を当てた調査の部分を担当した。
その具体的な目的は：
・	 	寒冷地文化における雪や氷の意味を理解し、環境−
社会問題の解決にむけた雪デザインの可能性につい
て研究する。

・	 	寒冷地における雪や氷のパブリックイメージを明
らかにする（寒冷地研究や冬季観光、自然現象と
いったテーマを含む）。

　以上のような研究プロジェクトの文脈から、本共同
研究では、冬季観光を視野に入れた、各都市の雪景色
に焦点を当てたパブリックイメージを明らかにするこ
とを研究の目的とする。
　現在、国際都市として外国人観光客を対象とするイ
ンバウンド観光の重要性が叫ばれる札幌市において、
北欧諸国との国際的な比較研究は、札幌市の地域的な
特徴を浮き彫りにし、雪資源の更なる活用につながる
知見をもたらすと期待される。

先行研究
　これまでの都市景観の研究は、夏季の景観を前提と
して調査が行われてきた。例えば、札幌市の住民の緑
地意識に関しては、浅川による一連の研究蓄積がある。

図−１　「都市」に分類されたイメージスケッチの例

Title

Author

8積雪寒冷地の冬季都市景観イメージに関する北海道とラップランドの比較研究

上田 裕文　札幌市立大学デザイン学部

Timo Jokela, Antti-Jussi Yliharju　University of Lapland, Faculty of Art & Design
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これらの先行研究によって、緑地の有する機能が、利
用効果と存在効果による機能に大別され、年齢層に
よって重視する機能が異なることや、自然環境や緑地
への関心と緑地の満足度の間に関連性があることなど
が示されている。また、浅川らは、北海道の都市を対
象に、都市スケールでのシンボライズされた景観につ
いて研究を通して、緑地の立地特性の分類を行ったり、
札幌市における人々の景観認識に基づいた緑地の空間
特性を明らかにしたりしている。
　しかし、札幌市のような積雪寒冷地においては、冬
季積雪時の雪景色を対象とした都市景観を対象とした
研究蓄積が必要である。本研究は、日本で最も魅力的
な都市とも言われる札幌市の、都市景観の評価に新た
な角度からアプローチするという点に特徴がある。そ
こから、積雪寒冷地の都市デザインに関する有用な知
見が得られる点が期待される。

研究方法
　冬季積雪時の雪景色を対象とした都市景観のパブ
リックイメージを明らかにするため、北海道の札幌市
と、ラップランド地方のロヴァニエミ市においてアン
ケート調査を実施した。都市の象徴的なシーンが、札
幌では夏季（グリーンシーズン）で、ラップランドで
は冬季（ホワイトシーズン）であることが予想される
が、本研究では冬季に絞ってパブリックイメージの抽
出を行った。
　文化的な比較を容易にするため、被験者の社会属性
をある程度そろえる必要があることから、本研究の調
査では、札幌市立大学とラップランド大学部のデザイ
ン学部学生 100 名ずつを対象に調査を実施した。
　調査手法としては、文化的な比較を、言語を超えて
可能にするため、風景イメージスケッチ手法を用いた、
描画調査を行った。風景イメージスケッチ手法は ,	人々
が頭に思い描く風景イメージを一枚のシーンとして描
画してもらう手法である。風景写真やシミュレーショ
ン画像を用いた評価実験と異なり ,	各自の風景の見方
（距離感や視野角）を把握することが可能である。風景
イメージスケッチ手法では、森林イメージの日本とド
イツ、ロシアを対象とした国際比較研究の蓄積がある。
また、対象とする自然環境に関しても、森林景観だけ
でなく、海岸景観、都市景観、観光地を対象とした研
究蓄積がある。そのため、対象を雪景色の都市景観と
した場合にも同様の調査が可能であると考えられた。
さらに、描画の分析を深めるため、レパートリー・グリッ
ド発展手法を応用した質問項目を組み合わせる。レパー
トリー・グリッド発展手法は ,	住環境評価を事例として

開発された面接手法である。回答者の思考過程を追求
する質問を繰り返し ,	上位の抽象的な概念から下位の具
体的な条件までを ,	定性的な評価構造として抽出する手
法である。今回の調査では,	より多くの回答を得るため,	
面接方式ではなく ,	アンケート方式でイメージの階層構
造を把握する質問項目を検討した。

結果
　得られたイメージスケッチは、「都市」「自然」「日常
生活」「イベント」の 4カテゴリーに分類され、フィン
ランドでは「自然」が、日本では「日常生活」続いて「都
市」が最も多く描かれていた。また、スケッチの描き
方から、フィンランドの方が遠景で、日本では近景で
風景が捉えられる特徴があることが明らかになった。
　フィンランドでは、愛着が強い人ほど「都市」を描
くのに対し、日本では「日常生活」を描く傾向も見ら
れた。また視点については、愛着の強い人ほどフィン
ランドでは近景と遠景の両者のスケッチが増えるのに
対し、日本では遠景のみが増えるといった傾向が見ら
れた。愛着と居住年数には正の相関が見られた。
　そこから得られた調査結果を元に、ラップランド大
学と札幌市立大学の学生を対象としたワークショップ
を開催した。フォーカスグループインタビューを用い
ることで、これらの調査結果の違いが何に由来するの
か、直接意見交換を通してそのパブリックイメージの
特徴を明らかにすることができた。
　ロヴァニエミと札幌では、約 2万人と 200 万人とい
う人口規模の違いから、都市の規模にも違いがあり、
それが結果に表れていることがわかった。しかし、フィ
ンランドと日本では、理想とする都市像には違いがあ
り、それらはそれぞれ自然志向、都市志向の生活スタ
イルと密接に結びついていることが明らかになった。

参考文献
1）	 	浅川昭一郎・鈴木幹雄・小林昭裕（1985）：北海
道におけるシンボライズされた都市景観要素とし
ての緑地：造園雑誌	48（5）,	270-275

2）	 	上田裕文（2009）: 風景イメージスケッチ手法の構
築に関する研究 ,	都市計画論文集 ,	44（3）,	37-42

3）	 	上田裕文、吉田恵介（2012）：観光のまなざしに
よりつくられる北海道の風景イメージの研究：ラ
ンドスケープ研究 75（5）,	pp529-532

4）	 	上田裕文・Christoph	Rupprecht（2014）: 札幌市の
都市イメージにおけるみどりの位置づけとその利
用：ランドスケープ研究	77（5）,	pp487-490
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【研究目的】
尿失禁は女性の生活の質に影響を与える一般的な

健康問題のひとつである。これまで横断的な疫学研究
がその有病率を 10~60%と報告してきたが、その経年
変化についてのデータは限られている。そこで本研究
においては、尿失禁の経年変化を把握し尿失禁の予防
について考察することを目的として、2010 年から
2012 年に前期高齢者の女性を対象とした自記式質問
紙調査を実施した。

【研究方法】
本研究は A市の住民基本台帳より無作為抽出した

前期高齢者（65 歳以上 74 歳以下）の女性 1600 人を
対象として、2010 年 10 月、2011 年 10 月、および
2012 年 10 月に自記式質問紙を用いた郵送法調査を

実施した。2010 年には 803 人から回答を得て（回答
率 50.2%）、次いで 2011 年にはそのうち 746 人から
回答を得た。さらに 3 回目の調査として 2012 年に
716 人から回答を得た。尿失禁の定義は、「少なくと
も週に 1 回あるいはそれ以下の尿失禁」とした。本
調査の自記式質問紙は、基本属性、嗜好品、健康状態、
既往歴、現病歴、尿失禁症状、尿失禁の家族歴など
24 項目群の質問から構成した。解析ソフトは
PASW®	Statistics18（SPSS）を使用し、統計学的有
意水準は 5%とした。尿失禁の経年変化については
Mantel-Haenszel 検定を実施した。

図１　自記式質問紙（一部抜粋）

Title

Author

9寒冷地に暮らしてきた女性の尿失禁のリスク要因と対処行動に関する研究

原井 美佳
札幌市立大学看護学部
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【研究結果】
本調査の結果、2010 年の尿失禁の有病率は 30.3%、

2011 年は 37.1%、2012 年は 42.2% であり、有病率の
増加が認められた（p<0.001）。尿失禁の症状と生活の
質についての質問票 ICIQ-SF において「生活の質が
中程度に損なわれている」と回答した人の割合は、
2010 年は 25.6%、2011 年は 30.4%、2012 年は 32.6%
であり、尿失禁によって生活の質が損なわれている人
が有意に増加した（p=0.009）。対象者の尿失禁に関連
していた要因は、過去の最大体重、喫煙指数、健康状
態、膀胱疾患の既往、痔疾患の既往、母の尿失禁の既
往であった。

【考察】
同一の前期高齢者の女性を対象とした 3年間の追

跡調査によって尿失禁の有病率の経年変化が明らかに
なった。有病率の経年的な増加の主な理由として対象
者の加齢があげられる。これまで加齢と尿失禁につい
て、膀胱と骨盤底の構造の変化、尿路の生理学的、構
造的変化、糖尿病、痔疾患の発症との関連が報告され
ている。
過去の最大体重が 60.0kg 以上であることは尿失禁

のリスクを高めていたことから、腹圧や陰部神経の過
度の圧迫を除くという意味において、体重コントロー
ルは尿失禁のリスクを低減させるうえで重要である。
喫煙者は非喫煙者よりも尿失禁の割合が高かった。こ
れについては、習慣的な喫煙による激しい咳嗽、膀胱

括約筋の緊張低下に起因する可能性が報告されてい
る。本調査の喫煙指数に示されるように長期に及ぶ喫
煙を尿失禁のリスクとして認識する必要がある。主観
的健康感が低いことは尿失禁のリスク要因であった。
尿失禁を有する女性にはQOL と ADL の低下がみら
れるという報告から、主観的健康感が尿失禁と関連し
ていることは妥当であると考える。痔疾患や膀胱疾患
の既往も尿失禁と関連していた。膀胱疾患や痔疾患、
子宮摘出、子宮脱に関連する外科的治療は、膀胱を支
える構造体や骨盤神経叢への損傷を引き起こし骨盤底
の減弱を介する尿失禁のリスク要因として報告されて
いる。したがってこれらの疾患の予防と適切な治療が
重要と考えられる。母親の尿失禁歴は尿失禁のリスク
要因であった。遺伝的素因の詳細なメカニズムはまだ
解明されていないが、尿失禁の発症に関連している可
能性がある。
本研究の限界は、データが対象者の自己申告によ

るものであることと、選択バイアスの可能性があるこ
とにある。しかし、本研究の結果は、住民基本台帳か
ら無作為に抽出された前期高齢者の女性の尿失禁につ
いての追跡調査としての意義を有する。

【結論】
A市の前期高齢者の女性の尿失禁の有病率は加齢と

ともに上昇していた。対象者の尿失禁に関連していた
要因は、過去の最大体重、喫煙指数、健康状態、膀胱
疾患の既往、痔疾患の既往、母の尿失禁の既往であった。

2010

30.3%

2011 2012

37.1%
42.2%

Mantel-Haenszel 検定
P＜0.001

図 2　A 市の前期高齢者の女性における尿失禁の有病率の経年変化
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No. 学　部 職　名 氏　名 発表テーマ

1 デザイン 教　授 細谷	多聞 遠隔現実を活用した移動体験を支援する機器の開発

2 デザイン 教　授 町田	佳世子 動物園の飼育体験における子どもの学び

3 デザイン 准教授 張	浦華 短期型国際合同ワークショップの実施とその教育効果の検証

4 デザイン 助　教 須之内	元洋 アートプロジェクトの成果検証におけるアーカイヴ手法実証実験

5 看　護 教　授 河原田	まり子 地域に住む人々のソーシャル・キャピタルの現状

6 看　護 教　授 スーディ神崎	和代 高齢者の健康意識と健康管理用 ICTツールへの入力負荷との
トレードオフ関係解明

7 看　護 准教授 菊地	ひろみ サービス付き高齢者向け住宅入居者の状態把握に対する
E-KANGOの有効性

8 看　護 准教授 村松	真澄 のみこみ安心ネット札幌の立ち上げについて

9 看　護 講　師 山内	まゆみ 現職助産師の職業準備行動能力に関する調査報告

10 看　護 助　手 御厩	美登里 訪問看護師の職務継続意向に関連する要因
個人属性と働く喜びに焦点をあてて

11 看　護 助　手 横川	亜希子 夕張市清水沢地区の炭鉱遺産をめぐるウォーキングマップ作成

10ポスター・パネル展示発表
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展示会等の参加

1.	 ものづくりテクノフェア 2014

	 （2014.7.24　アクセスサッポロ）

2.	 環境広場さっぽろ 2014

	 （2014.8.1〜 3　アクセスサッポロ）

3.	 けんこうフェスタ 2014 in	ちゅうおう
	 （2014.10.4　札幌市中央区民センター）

4.	 第 28回北海道技術・ビジネス交流会
	 （2014.11.6〜 7　アクセスサッポロ）

2
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Title

Author

Image

1

遊び手の操作に応じて反応が変化するメカトロ積み木の開発
小中学生を対象とした「メカトロ教室」の実施

三谷 篤史
デザイン学部 講師

ものづくりテクノフェア 2014

2014.7.24　アクセスサッポロ

主催：北洋銀行
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poster1-1

遊び手の操作に応じて反応が変化するメカトロ積み木の開発

三谷 篤史

Title

Author
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poster1-2

小中学生を対象とした「メカトロ教室」の実施

三谷 篤史

Title

Author
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2

映像で見る環境デザイン

山田  良
デザイン学部 准教授

金子 晋也
デザイン学部 助教

環境広場さっぽろ 2014

2014.8.1 ～ 3　アクセスサッポロ

主催：環境広場さっぽろ 2014 実行委員会

［札幌市、（一財）札幌産業流通振興協会、北海道新聞社、日本工業新聞社北海道支局］
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poster2-1

山田 良 ／ RYO YAMADA STUDIO
金子 晋也／ KANEKO LAB

映像でみる環境デザイン

環境デザインは、建築やランドスケープといった従来の学問分野にとらわれず、風景や都市空間など私たち人間を取り巻く環境を、様々な文脈の中にある作品や行為を介

して再解釈する、関係性のデザインということができるかもしれません。

この様な視点から、我々はこれまでに環境デザイン・環境芸術をテーマに製作・研究を行ってきました。今回の展示では、これまでに地域と連携して行ったアートプロジェッ

クトや公共空間のデザインを、映像作品を通じて紹介します。

RYO YAMADA STUDIO

KANEKO LAB

SAPPORO CITY UNIVERSITY

Hokkaido-Sapporo Tourist Information Center

観光案内所の改修／札幌市／ 2014

「北海道さっぽろ観光案内所」という情報空間を、近年の情報の個別化（端末の小型化や SNS など情報提供方法

の変化）への対応という枠組みから改修するプロジェクト。

HOJO Project

コミュニティ型教育プログラム／神戸市／ 2012-2013

「方丈の庵」を日本人の住まいの原形としてとらえ、鴨長明が示した環境デザインの思想を学び、現代の住まいのあ

り方を考えるコミュニティ型教育プログラムの提案。地域住民と大学が連携し、「方丈行灯祭」や現代版「方丈の庵」

の企画・製作を行った。

小樽／北のウォール街アートプロジェクト 2013「和光荘」

北海道小樽市／ 2013 年

小樽に残る歴史建造物・和光荘に期間限定での空間芸術を施した。地域の資源ともいえる建造物の美しさや価値に

再度光を当てる試み。

16th DOMANI・明日展 2013「Site Specific Room」

新国立美術館 東京都／ 2013 年

未来の家をテーマに展覧会が企画された。本作品は「1 日に 3 つの部屋・サイトスペシフィック・ルーム」を造

るフィルム作品。場所の光、風、風景を感じ制作することが未来の家を考えることへと繋がるとした。

札幌芸術展アクアライン「海抜ゼロメートル／石狩低地帯」

札幌芸術の森美術館 札幌市／ 2013 年

水（アクア）をテーマとした展覧会への出展。札幌の都市が太古の昔海に覆われていた

ことをコンセプトに、約 100 万年まえの水面「海抜ゼロメートル」を空間で再現している。

映像で見る環境デザイン

山田  良　　金子 晋也
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3

お口の健康を考えてみよう

村松 真澄
看護学部 准教授

藤井 瑞恵
看護学部 講師

地域ボランティア同好会「act」
札幌市立大学 2、3 年生

けんこうフェスタ 2014 in ちゅうおう
2014.10.4　札幌市中央区民センター

主催：けんこうフェスタ 2014 in ちゅうおう実行委員会

［札幌市中央区、（社）札幌市医師会中央区各支部等２１機関］
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poster3-1

お口の健康を考えてみよう

村松 真澄　藤井 瑞恵　加藤 萌　西田 有希　根塚 雪乃　村上 はるか　増川 美咲

Title

Author
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poster3-2

札幌市立大学　企画：村松真澄　イラスト：平中麻美子（デザイン学部6期生）

札幌市立大学
企画：村松真澄
デザイン：江口亜衣里（デザイン学部4期生）

お口の健康を考えてみよう

村松 真澄　藤井 瑞恵　加藤 萌　西田 有希　根塚 雪乃　村上 はるか　増川 美咲

Title

Author
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地下鉄真駒内駅魅力アップ事業　～壁面アートによる個性的な駅空間創出～
コンピュータグラフィクスを用いた仮想身体表現と数理造形表現
アートプロジェクトの成果検証におけるアーカイヴ手法実証実験

第 28 回北海道技術・ビジネス交流会

2014.11.6 ～ 7　アクセスサッポロ

主催：北海道技術・ビジネス交流会実行委員会

［北海道経済産業局、北海道、札幌市、北海道経済連合会等 11 機関］

大渕 一博
デザイン学部 講師

松永 康佑
デザイン学部 講師

須之内 元洋
デザイン学部 助教
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地下鉄真駒内駅魅力アップ事業
～壁面アートによる個性的な駅空間創出～

この取り組みについて

地域住民とのワークショップ

吉田和夫（デザイン学部 教授）、清水光子（看護学部 准教授）、大渕一博（デザイン学部 講師）

飯島美咲子、加藤羽留奈、栗原風花、児玉彩夏、今あやか、前川莉菜、柳田萌、山田妃美子、米澤ゆか、渡部由以（デザイン学部 ３年）
市戸優人（看護学部 ５期生）、冨澤みず稀（看護学部 ４年）

住民が誇れる駅

南区の豊かな自然を象徴する駅

地域資源の発信拠点となる駅

全体にストーリーがある駅

●ワークショップのようす●キーワードの抽出過程

誇り

愛着

住民のための駅づくり

帰ってきたらホッとする

環境に溶け込む 森の中から広がる

風景の窓 窓からの景色

原始林

地域の素材 歴史・文化

南区の玄関口

南区を知るきっかけ

地域資源を探す・見つける・知る

芸術祭へのゲート

駅からはじまる物語 駅全体への意識

住んでいる人・訪れる人の玄関

観光

緑
山

水・川

真駒内駅のヴィジョンデザイン キーワード

芸術・文化的施設の多い南区の玄関口である地下鉄真駒内駅をアートで装飾し、個性的な駅空間の創出を図ることによって、他の駅とは違った芸術的空間を利用者に楽しんでも

らい、まちのにぎわいを生むきっかけとします。地域の住民と札幌市立大学の学生が協力して取り組むことにより、幅広い世代に愛される駅ナカアートを目指し、高齢化が進む南

区において若い世代の活力を感じられる取組みとなることを目指します。なお、この事業は札幌市南区からの依頼で実施された。

平成 25年 9月に3回実施。南区の地域住民 10名と札幌市立大学学生 9名（看護２名・デザイン７名）が参加し、

「南区」や「真駒内駅」のイメージについて、意見を出し合いました。

その中から、デザインキーワードを抽出し、真駒内駅ナカアートに求められる４つのヴィジョンが提案されました。
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デザイン制作

●ラフスケッチ

●真駒内駅事務室横

●南改札口東壁面 ●定期券売場前

デザインコンセプト

真駒内駅を象徴する木＝「集いの木」

ワークショップで提案されたヴィジョンをもとに、札幌市立大学デザイン学部の学生がデザイン制作をすすめました。

約２ヶ月にわたり、学生どうしで意見交換したり、教員のアドバイスを受けながら表現を練り上げ、最終的に以下のようなデザインに決まりました（10ヶ所のうちの 3ヶ所分）。

自 然

木全体

地 域

葉っぱ

動 物

木に集う

ワークショップで提案された３つのキーワードである「自然」「地

域」「動物」を表現するシンボルとして、「真駒内駅を象徴する

木 ＝ 集いの木」を考えました。

木全体で「自然」、葉っぱで「地域」、そして「動物」は木に集

う存在としてデザインしました。

34



poster4-3

地下鉄真駒内駅魅力アップ事業　～壁面アートによる個性的な駅空間創出～

大渕 一博

Title

Author

03

●市長と学生によるデザインワークの仕上げ作業

●札幌市立大学の学生によるコンセプト説明

●南改札口東側壁面

ワークショップ参加者への
報告会

駅ナカアート完成披露セレモニー
平成 26年 3月27日、札幌市長、札幌市立大学学長、札幌市南区長を始め、ご来賓の方々をお招きし、南区民のみなさまに駅ナカアートをお披露目しました。

札幌市長と札幌市立大学の学生が協力して、デザインワークの最終仕上げ作業を行いました。また、学生からみなさまに対して、デザインコンセプトの説明が行われました。

●南改札口西側壁面

●券売機下部

●定期券売場前柱

●定期券売場前壁面

●《集いの木》 ストーリー

ワークショップから約５ヶ月を経て完成したデザ

イン案を、ワークショップ参加者に報告しました。
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　同時代の地域コミュニティと深く連動し、個別の社会的事象と関わりなが

らボトムアップに展開するアートプロジェクトの長期的な成果（インパクト）

について、活動主体が継続的に記録・評価・発信するための手法の開

発が課題となっている。そうした手法の一つとして、デジタルアーカイヴを活

用した、活動記録の整理・共有・活用が挙げられる。デジタルアーカイブ

の導入によって、様々な人々が関わるアートプロジェクトの散逸しがちな記

録を一元管理することでき、資料の検索や二次的な活用（広報、報告、

プランニング）が可能になる。

　日比野克彦氏監修のアートプロジェクト「明後日新聞文化事業部」をケー

ススタディとして、限られた現場の経済的・人的リソースで実現可能な、長

期的なアートプロジェクトの記録を整理・共有・活用するための、実践的

なデジタルアーカイヴ構築・運用手法の提案と検証を行った。

はじめに

 　「明後日新聞文化事業部」は、「大地の芸術祭 越後妻有アートトリエン

ナーレ 2003」において、アーティスト日比野克彦を社主とし、新潟県東頸

城郡松代町莇平（現在の十日町市莇平）の廃校に本社を据えて発足した

アートプロジェクトである。トリエンナーレをきっかけとして、約 20 戸の集落

の住民たちと朝顔を育てることから始まり、明後日新聞の発行、集落行事

への参加、ワークショップの開催など、トリエンナーレの期間外にも継続的

な活動が育まれてきた。2014 年は、明後日新聞社文化事業部設立 12

周年である。 ※ 明後日新聞社文化事業部 http://asatte.jp/

ケーススタディ対象について

明後日アーカイヴの概要

アーカイヴ構築の現場で想定される様々な課題の検証を行いながら、デジ

タルアーカイヴを構築した。

●目的：多様なアートプロジェクトで汎用的に活用可能なアーカイブ基盤活用法の提示

●特徴：記録資料をオンラインで体系的に共同管理・運用することができ、公開メディ

　　　　アを通じてアートプロジェクトを振り返ることができる

●対象：「明後日新聞社文化事業部」の 11 年分の記録写真約 3 万 5 千点と、過

　　　　去に発刊された約 160 号分の明後日新聞のデータ

図１ 明後日アーカイヴ　システムダイアグラム 

構築プロセス要点

１．扱う資料・記録の確認・準備

　資料・記録の種類、フォーマット、品質、件数をリストアップする。既に

沢山の資料・記録の蓄積がある場合は、入手手段や現在の保管場所も

明らかにしておく。新規プロジェクトの記録を一から始める場合には、想定

できる範囲で資料・記録の種類、フォーマット、手法、頻度をリストアップし、

運用チーム内で共有しておくと、計画的なアーカイヴ運用の助けになる。

２．メタデータの設計

　沢山の資料や記録が、そのまま素の状態で保管されているだけでは、そ

れらの検索、効率的な利用は困難である。必要十分なメタデータをリストアッ

プし、デジタルアーカイヴのシステムで扱えるように設計を行う。「ミュージア

ム資料情報構造化モデル」や「Dublin Core Metadata Element Set」

で提示されている記述項目、対象とするアートプロジェクトの性質を参照しつ

つ、以下の様な視点でリストアップを行う。
① プロジェクトの特徴、資料・記録の特性を表すのに必要なもの

　 時間・期間、場所、行事、プロジェクト固有のタグやカテゴリ、人物（例えば明

　 後日聞の編集長）など

② 資料・記録の運用・管理に必要なもの

　 オリジナルのファイル名、著作権者のクレジット、公開非公開フラグ、資料・記

　 録のシステム上の ID、取込・追加・更新の時刻など

③ デジタルアーカイヴの開発やセットアップに必要なもの

　 操作を行うユーザーの属性、資料・記録を一括処理するためのグループなど

●デザイン：「明後日新聞社文化事業部」の特徴・性格を反映した公開メディア

●仕組み：システム完成後も逐次記録資料を追加でき、限られた経済的・人的リソー

　　　　　スでも継続的にアーカイヴ運用が可能。次の２つのソフトウェアを組み合わ

　　　　　せてシステムを構築した。
▶ デジタル資産管理システム（以下、DAM : Digital Assets Management system）

「ResourceSpace」（図１左下）

▶ コンテンツ管理システム（以下、CMS : Contents Management System）

「WordPress」（図１右下）

アートプロジェクトの成果検証におけるアーカイヴ手法実証実験

須之内 元洋

Title

Author
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アートプロジェクトの成果検証におけるアーカイヴ手法実証実験

須之内 元洋

Title

Author

３．公開メディアの設計とデザイン

　ResourceSpace（DAM）によるアーカイヴ資料の運用だけでも、資料

の整理整頓や目的に応じて素早く資料を検索することが可能になる。また、

WordPress 等の CMS を組み合わせることで、DAM の記録資料をアート

プロジェクトのストーリーにのせ、ウェブの広大なメディア空間に発信し、

SNS や検索エンジンを経由して閲覧者からフィードバックを得ることが、より

小さな作業コストで可能になる。さらに一歩踏み込んで、アートプロジェクト

のポートフォリオ制作、PR のためのメディア構築、関係者でアートプロジェ

クトを振り返り次の展開を考えるためのメディア構築など、明確な目的のもと

で専用のユーザーインタフェースを備えたメディアを設計・デザインすること

で、より積極的なデジタルアーカイヴ活用のあり方が見えてくる。デジタルアー

カイヴを活用したメディアを構築し、その効果を実感したり、閲覧者からの

フィードバックを得たりすることは、デジタルアーカイヴの運用を継続する大き

な動機になる。公開メディアを設計・デザインする際には、デジタルメディ

アが得意とする次のような可能性を考慮する。

● メタデータを手がかりに、元来バラバラな記録・資料を空間的にモンタージュ

　 することで、いままで知覚できなかったことが知覚できるようになる可能性

● ナラティブと記録・資料の自在な組み合わせや組み換えによって、より

　 豊かな情報の生成が促される可能性

● 閲覧・利用者からのフィードバックによって、アーカイヴの記録が補完・

　 充実化され、アートプロジェクトに対する理解が深まる可能性

● デジタルメディアが、オンラインにおける文化の配布・伝播のフォーマッ

　 トであることをふまえて、時々の有効なオンラインメディア（Facebookなど）

　 と接続し、関心を共有できるコミュニティを生成する可能性

　過去 11 年分の記録写真、発刊された明後日新聞を時系列に閲覧でき

（図 2）、行事毎のスライドショーを閲覧しながら（図 3）注釈（コメント、思い出、

発見）を追加していくことができる。また、季節ごとに整理された行事の年

表（図 4）を参照して任意の時点にジャンプできる仕組みや、記録写真に

行事のデータをオーバーレイ表示して、アートプロジェクトの時間の積層の

中で記録写真を閲覧できる仕組を備えた。アートプロジェクトの性格を反映

し、莇平集落の毎年の行事サイクルや季節感を伝えること、記録資料の

量感とともに 11 年間の活動の幅を伝える工夫を行った。

ケーススタディにおける公開メディアのデザイン

図２：《記録写真と明後日新聞のサムネイル一覧表示と、行事のオーバーレイ

表示》

DAM に取り込んだ記録写真と明後日新聞のサムネイルが時系列に表示されま

す。また、CMS に記録済みの行事名と行事期間を表すハッチングが、サムネ

イル一覧にオーバーレイ表示されます。サムネイル一覧は上下にスクロールする

ことができるほか、画面左上の年表示を切り替えたり、図４の行事一覧にある

行事名をクリックすることで、任意の時点にスクロールして記録を閲覧することが

できます。

図３：《行事ごとのスライドショーと注釈の仕組み》

任意の写真をクリックするとブラウザウィンドウの大きさに合わせてスライドショーが

始まります。明後日新聞をクリックした場合には、十分な解像度の紙面画像を

表示／ダウンロードすることができます。CMS に記録済みの行事期間に属する

写真群については、スライドショーを閲覧しながら注釈（コメント、思い出、発見）

を追記していくことができます。
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公開のための権利処理

　公開メディアを通じ、資料・記録を不特定多数の閲覧者にむけて公開する
場合、原則、著作権保有者の確認と資料使用の許諾確認、肖像権に触れる
可能性のある資料の公開同意が必要である。資料をDAMに取り込む際に、
著作権保有者と使用許諾に関する項目をメタデータとして付与する運用を確
立できれば最適である。また、アートプロジェクトの参加者に対しては、予め記
録資料の公開可否を確認しておくことができれば、資料公開の度に関係者に
確認をとる必要がない。しかしながら、いくら事前に公開許諾を得ていたとして
も、特定の写真について、そこに写っている本人が公開拒否の意思を示した
場合に、速やかに当該写真を非公開とできるような連絡窓口と体制をととの
え、そのことを分かりやすく明示しておくような配慮が必要である。特に、アート
プロジェクトを継続するうえで、地域住民や参加者との信頼関係を保つために
は、アーカイヴ運用の窓口を風通し良く開いておくことが重要である。

　「明後日新聞社文化事業部」の場合、事前に肖像権の許諾は一切確認できて
いなかった。過去にプロジェクトに関わったすべての人に、3万5千点の記録写真
を一点一点チェックして頂いて、アーカイヴ公開の許諾を得ることは、現実的にはほ
ぼ不可能である。そこで、次のようなプロセスを経て公開を目指すこととした。

● 午後20時以降～早朝6時（イベント実施時間外）の時間帯に撮影され

　 た記録写真については、デフォルトで非公開扱いとし、問題無いと判断で

　 きたものから公開する

● 過去にアートプロジェクトの運用に関わった人、及び地域住民に連絡をとり、

　 公開メディアを事前に確認できる方法を提示したうえで、自身が写っている

　 特定の写真をいつでも非公開にできる事を条件に公開許諾を依頼する

● 莇平地域の住民に参加して頂いて、デジタルアーカイヴのお披露目会を

　 実施し、公開許諾を得る

● 特定記録写真の非公開処理を受け付ける窓口、体制をととのえ、公開メ

　 ディアのわかりやすい位置に明記する
※上記のプロセスは、対象が莇平というアクセスが困難な集落で撮影された写真であるという特殊事情を考慮し、

写っているのは関係者やプロジェクトについて認識している人々で、撮影及び公開を黙認していると推測されるた

め、採用された。全てのアートプロジェクトのデジタルアーカイヴに適応されるわけではない。

図 4：《季節ごとに整理された行事年表》

CMS に記録済みの行事を、季節別に年表形式で表示します。プロジェクト発

足時から現在までのプロジェクトの活動概要を俯瞰することができます。特定の

行事をクリックすると、図２のサムネイル一覧が、当該行事の時点にスクロール

します。

　わかりやすいメリットとして、デジタル化資料にメタデータを付与し、アーカイ
ヴのシステムで体系的に運用することで、様々なやり方で簡単に資料の検索
ができたり、並べ替えが出来たり、新たな視点でプロジェクトを振り返ることが
出来ることなどが挙げられるが、これだけに限らない。
　デジタルアーカイヴを導入する際には、持続可能な記録と整理の方法を体
系化し関係者で共有することが必要になる。このことは、特にアートプロジェ
クトのように、地域の時間の流れとともに継続的に展開されるプロジェクトの
場合、年をまたいだプロジェクトの成果を一貫性をもって記録するためには必
要不可欠なことである。さらに、記録の担当者が途中で交代になった場合で
も、同じ方法・体系で一貫性を持った記録を行うことが可能になる。
　また今日では、プロジェクトに関する報告や情報発信のための、制作・流
通フォーマットの多くがデジタルであるため、様々な記録資料をデジタル化して
体系的に一元管理しておくことで、記録・整理・活用のプロセスを円滑に
遂行できるようになる。

デジタルアーカイヴのメリット

まとめと展望

　2003年に始動したアートプロジェクト「明後日新聞社文化事業部」をケー
ススタディとして、長期的なアートプロジェクトの記録を整理・共有・活用す
るための、実践的なデジタルアーカイヴの構築・運用手法を提案し、実証実
験から得られた知見をまとめた。機能性、汎用性、運用の容易さ、コスト面に
おいて、アートプロジェクトを対象としたデジタルアーカイヴの有力な手法を提
示できた。今後は、日本各地で行われている多様なアートプロジェクトにおい
て、本提案に基づくデジタルアーカイヴ運用の実証実験を展開し、手法のブ
ラッシュアップとノウハウの蓄積を継続する。

アートプロジェクトの成果検証におけるアーカイヴ手法実証実験

須之内 元洋

Title

Author
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1) 主催講座

講座名 月　日 演題名 講　師

訪問看護スキルアップ講座 2014

会場／サテライトキャンパス
対象／�訪問看護師、訪問看護に関心がある看護師

5月 31日（土） 在宅におけるがん療養者の緩和ケア
−ペインコントロールを中心に−

川村	三希子（看護学部教授）
佐藤	明美（札幌医科大学附属病院
がん性疼痛看護認定看護師）

11月 16日（日） 認知症ケア スーディ神崎	和代（看護学部教授）

COC事業・SCUまちの教室
国道 453号線をグリーンカーテンでつな
げようウェルカムロードプロジェクト
2014キックオフ勉強会

会場／�札幌市南区芸術の森まちづくりセンター
対象／一般市民

6月 24日（火） 平成 25年度の芸術の森地区での取り
組みについて、グリーンカーテンによ
る涼房効果

齊藤	雅也（デザイン学部准教授）

事前指示書について考える会
−自分らしく生き、自分らしい最期を
迎えるために−

会場／サテライトキャンパス
対象／一般市民

6月 14日（土） 〜自分らしく生き、自分らしい最期を迎えるために〜
事前指示書について考える会

スーディ神崎	和代（看護学部教授）

2月 1日（日） 〜自分らしく生き、自分らしい最期を迎えるために〜
事前指示書について考える会

スーディ神崎	和代（看護学部教授）

COC事業・SCUまちの教室
親子メカトロ教室「走れ！ロボットカー」

会場／保養センター駒岡
対象／ 2014 駒岡秋まつりの参加者

6月 21日 ( 土 ) メカトロ講座・ロボットカーを走らせ
よう

三谷	篤史（デザイン学部講師）

クリエイティブ・コーディング・スクー
ル in さっぽろ

会場／サテライトキャンパス
対象／�学外の専門職（デジタルメディアのデザイナー

等 )、関心のある市民

7月 12日（土） Processing でクリエイティブコーディング入門 杉本	達應（デザイン学部講師）

7月 26日（土） D3.js でデータビジュアライゼーション 山田	興生（ソフトウエアエンジニア）

8月 30日（土） Max/MSP で VJ パフォーマンス 石田	勝也（デザイン学部講師）

9月 13日（土） openFrameworks でアルゴリズミック表現 田所	淳（クリエイティブコーダー）

COC事業・SCUまちの教室
メカトロ講座・ロボットカーを走らせよう

会場／札幌市青少年科学館　特別展示室
対象／�札幌市内在住の小中学生およびその保護者、

日本機械学会会員およびその子ども

8月 24日（日） 親子メカトロ教室
「走れ！ロボットカー」

三谷	篤史（デザイン学部講師）

「気持ち良い体験」をしよう
〜呼吸法・マッサージによる医療者の
セルフケアのススメ〜

会場／サテライトキャンパス
対象／看護師、看護教員、医療技術職

9月 9日（火） 「気持ち良い体験」をしよう
〜呼吸法・マッサージによる医療者の
セルフケアのススメ〜

大野	夏代（看護学部准教授）
山本	勝則（看護学部教授）
鶴木	恭子（天使大学講師）
山本	礼美子（看護師）

市民と共につくる看護学教育
―看護教育における模擬患者参加型演習―

会場／サテライトキャンパス
対象／�本学で模擬患者として活動することを希望す

る市民

9月 11日（木） 市民と共につくる看護学教育
―看護教育における模擬患者参加型演習―

樋之津	淳子（看護学部教授）ほか

COC事業・SCUまちの教室
札幌芸術の森：紅葉の中の彫刻

会場／札幌芸術の森
対象／一般市民

10月 19日（日） 札幌芸術の森：紅葉の中の彫刻 矢部	和夫（デザイン学部教授）

COC事業・SCUまちの教室
看護学部のモンゴル支援

会場／南区民センター
対象／一般市民

10月 29日（水） 札幌市立大学看護学部のモンゴル支援 松浦	和代（看護学部教授）
大野	夏代（看護学部准教授）

1. 公開講座開催
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2) 共催講座：　「さっぽろ市民カレッジ」連携講座

講座名 月　日 演題名 講　師

江別市での情報交換会：

会場／江別市中央公民館
対象／�看取りを経験した家族、在宅ケアに関わる専

門職者、地域住民

11月 1日（土） 在宅での看取りを叶えるために　
〜市民・看取りを経験した家族・専門
職の連携で〜

内藤	貴文
（ないとうクリニック医師）

COC事業・SCUまちの教室
アメリカ小説の女性たち

会場／南区民センター　
対象／一般市民

11月 8日（土） アメリカ文学と女性ーイントロダク
ション

松井	美穂（デザイン学部講師）

11月 29日（土） ケイト・ショパン	　『目覚め』	（1899） 松井	美穂（デザイン学部講師）

12月 20日（土） ゾラ・ニール・ハーストン　『彼らの
目は神を見ていた』	（1937）

松井	美穂（デザイン学部講師）

1月 10日（土） カーソン・マッカラーズ　『悲しき酒
場の唄』	（1943）

松井	美穂（デザイン学部講師）

1月 31日（土） シルヴィア・プラス　『ベル・ジャー』	
（1963）

松井	美穂（デザイン学部講師）

COC事業・SCUまちの教室
真駒内のまちづくりを考える
―ヨーロッパの先進事例を通して―

会場／南区民センター　
対象／一般市民

2月 13日（金） 真駒内のまちづくりを考える	
―ヨーロッパの先進事例を通して―

杉本	達應（デザイン学部講師）
籔谷	祐介（COC特任助教）

講座名 月　日 演題名 講　師

札幌の文化財建築探訪〈夏〉
〜豊平館の探検〜

会場／サテライトキャンパス　
対象／一般市民

7月 22日（火） 札幌の文化財建築を知ろう 羽深	久夫（デザイン学部教授）
松本	優
（公益財団法人文化財建造物
保存技術協会技術主任）

札幌の文化財建築探訪〈夏〉
〜豊平館の探検〜

会場／豊平館
対象／一般市民

7月 29日（火） 耐震補強中の豊平館 羽深	久夫（デザイン学部教授）
松本	優
（公益財団法人文化財建造物
保存技術協会技術主任）

札幌の文化財建造物探訪〈秋〉
〜豊平館の修理と活用工事〜

会場／豊平館
対象／一般市民

11月 4日（火） 耐震補強工事中の豊平館を見てみよう。 羽深	久夫（デザイン学部教授）
松本	優
（公益財団法人文化財建造物
保存技術協会技術主任）

札幌の文化財建造物探訪〈秋〉
〜豊平館の修理と活用工事〜

会場／サテライトキャンパス　
対象／一般市民

11月 11日（火） 文化財建造物の世界を知ろう 羽深	久夫（デザイン学部教授）
松本	優
（公益財団法人文化財建造物
保存技術協会技術主任）

札幌の文化財建造物探訪〈冬〉
〜時計台と豊平館附属棟の計画

会場／時計台
対象／一般市民

2月 24日（火） 耐震補強工事中の豊平館を見てみよう。 羽深	久夫（デザイン学部教授）
松本	優
（公益財団法人文化財建造物
保存技術協会技術主任）

札幌の文化財建造物探訪〈冬〉
〜時計台と豊平館附属棟の計画

会場／サテライトキャンパス　
対象／一般市民

3月 3日（火） 文化財建造物の世界を知ろう 羽深	久夫（デザイン学部教授）
松本	優
（公益財団法人文化財建造物
保存技術協会技術主任）
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2. 受託研究

3. 外部資金活用事業

No. 研究名称 委託者 期　間 研究代表者

1
共生社会に向けた人間調和型情報技術の構築
知覚中心ヒューマンインターフェースの開発
視覚特性の計測と評価

独立行政法人
科学技術振興機構

2014年 4月 1日
〜 2015年 3月 31日

石井	雅博
（デザイン学部教授）

2 地域力向上を支援するまちづくり研究事業 寿都町
2014年 4月 17日
〜 2015年 3月 25日

上田	裕文
（デザイン学部講師）

3 都市緑化空間の可能性に関する研究 札幌市環境局
2014年 4月 21日
〜 2014年 9月 30日

吉田	惠介
（デザイン学部教授）

4 温熱環境・エネルギーマネジメントに配慮した
在宅医療拠点のデザイン研究

医療法人社団
オレンジ

2014年 6月 9日
〜 2015年 3月 31日

斉藤	雅也
（デザイン学部准教授）

5 芸術文化導入によるまちづくりに関する研究 美瑛町
2014年 6月 13日
〜 2015年 2月 27日

武邑	光裕
（デザイン学部教授）

6 大規模複合商業施設を拠点とする地域住民・テナン
ト事業者向け省エネルギー行動の普及に関する研究

株式会社札幌副都
心開発公社

2014年 6月 20日
〜 2015年 2月 28日

斉藤	雅也
（デザイン学部准教授）

7
北海道の風土と文化にちなんだ色の選定と
言葉の生成に関する研究
−北海道ココロカラープロジェクト−

株式会社マーケティ
ング・コミュニケー
ション・エルグ

2014年 7月 29日
〜 2015年 3月 31日

福田	大年
（デザイン学部講師）

8 子どもの能動的参加を促す遊びの
屋内・屋外への展開方法を構築するための基礎研究 札幌市市長政策室

2014年 7月 29日
〜 2015年 3月 13日

福田	大年
（デザイン学部講師）

9 創成東地区が持つものづくりの歴史を活かした
まちづくりの手法開発 札幌市市長政策室

2014年 9月 12日
〜 2015年 3月 13日

中原　宏
（デザイン学部教授）

10 ユニバーサルデザイン視点からの動物園のサイン計画研究
−地下鉄円山公園駅からのアプローチ誘導サイン−

札幌市
（円山動物園）

2014年 9月 2日
〜 2015年 2月 28日

吉田	和夫
（デザイン学部教授）

11 ホッキョクグマ・アザラシ館（仮称）のデザイン
研究

札幌市
（円山動物園）

2014年 9月 2日
〜 2015年 2月 28日

斉藤	雅也
（デザイン学部准教授）

12 アフリカゾーンの飼育展示・サイン計画のデザ
イン監修

札幌市
（円山動物園）

2014年 9月 2日
〜 2015年 2月 28日

福田	大年
（デザイン学部講師）

13 円山動物園の森ビオトープの生物多様性向上の
ための研究

札幌市
（円山動物園）

2014年 9月 2日
〜 2015年 2月 28日

矢部	和夫
（デザイン学部教授）

14 「平成 26年度札幌市自殺未遂者実態調査」調査
研究

札幌市障がい保健
福祉部

2014年 9月 22日
〜 2015年 3月 27日

守村　洋
（看護学部准教授）

15 「オリジナルロゴマークのデザイン研究」 美瑛町
2014年 12月 1日
〜 2015年 2月 25日

武邑	光裕
（デザイン学部教授）

No.
事業担当者

事　業　名
職　名 氏　名

1 デザイン学部教授 上遠野	敏
文化庁：平成 26年度文化芸術振興費補助金（大学を活用した文化芸術推進事業）
　	「空知旧産炭地域における「炭鉱（やま）の記憶」をキーワードにした地域再生
のためのアートマネジメント人材育成事業」

2 デザイン学部教授 中原	宏 文部科学省：平成 25年度採択：「地（知）の拠点整備事業」
　「ウェルネス×協奏型地域社会の担い手育成「学び舎」事業」

3 副学長 中村	恵子 文部科学省：平成 24〜 26年度　産業界のニーズに対応した教育改善・充実体制整備事業
　「産官学連携による地域・社会の未来を拓く人材の育成」

4 副学長 中村	恵子

文部科学省：		平成 26年度　産業界のニーズに対応した教育改善・充実体制整備事業	
【テーマ B】インターンシップ等の取組拡大

　「循環型地域人材育成プラットホーム［若者が育つ大地：北海道］」
　連携大学：小樽商科大学、旭川大学、北翔大学、千歳科学技術大学

※ 2015.3.31現在の職名で掲載

44



4. 協力依頼

No. 依頼内容 依頼元 対　応

1 琴似再開発地区自動販売機デザイン募集事業 琴似副都心株式会社 柿山	浩一朗（デザイン学部准教授）

2 びらとり温泉ゆから看板デザイン 平取町役場　 上田	裕文（デザイン学部講師）

3 2017冬季アジア札幌大会ポスターデザイン制作 公益財団法人	第 8回札幌アジ
ア冬季競技大会組織委員会 吉田	和夫（デザイン学部教授）

4 地下鉄真駒内駅魅力アップ事業（真駒内駅ナカアート） 札幌市南区
吉田	和夫（デザイン学部教授）
大渕	一博（デザイン学部講師）

5 環境保全及び環境活動推進事業　グリーンカーテン普及プロジェクト 芸術の森地区連合会 斉藤	雅也（デザイン学部准教授）

6 じゃらん×西胆振×大学生による若者の旅行需要創出事業 株式会社リクルート
北海道じゃらん 上田	裕文（デザイン学部講師）

7 クレピアパウダーのロゴおよびパンフレットの作成事業 寿産業株式会社 三谷	篤史（デザイン学部講師）

8 大学院講義を活用した地域住民への省CO2普及啓蒙活動の推進
株式会社札幌副都心
開発公社 斉藤	雅也（デザイン学部准教授）

9 札幌市アイヌアートモニュメント設置事業 札幌市市民まちづくり局 金子	晋也（デザイン学部助教）

10 トレンナーレにふれるアートな夏休み 芸術の森地区連合会 羽深	久夫（デザイン学部教授）

11 札幌市中央消防署モザイクアート 2014
「守り続けるために」 札幌市中央消防署

吉田	和夫（デザイン学部教授）
大渕	一博（デザイン学部講師）
松永	康佑（デザイン学部講師）

12 Connekid!	in	そらのガーデン「しゃぼん玉とんだ！」 札幌駅総合開発株式
会社

小宮	加容子（デザイン学部講師）
福田	大年（デザイン学部講師）

13 ものづくり「なでしこ」応援プロジェクト 北海道 細谷	多聞（デザイン学部教授）

14 リサイクル・アート家具の制作 札幌市環境局 大渕	一博（デザイン学部講師）

15 さっぽろ水道フェスタ 2014
公益財団法人	さっぽろ
青少年女性活動協会 須之内	元洋（デザイン学部助教）

16 奥洞爺牛及び奥洞爺のロゴマーク制作
壮瞥町の地域資源 PRのための情報発信アイテムの提案 壮瞥町商工会

石井	雅博（デザイン学部教授）
城間	祥之（デザイン学部教授）
細谷	多聞（デザイン学部教授）
大渕	一博（デザイン学部講師）
福田	大年（デザイン学部講師）
松永	康佑（デザイン学部講師）

17 丘のまちびえいセンチュリーライド開催事業 特定非営利活動法人美
瑛エコスポーツ実践会 武邑	光裕（デザイン学部教授）

18 札幌市グリーティングカード作成事業 札幌市総務局 大渕	一博（デザイン学部講師）

19 かかりつけ医普及啓発事業 札幌市保健福祉局 吉田	和夫（デザイン学部教授）

20 第 5回ミニ大通お散歩まつり ミニ大通お散歩まつ
り実行委員会 村松	真澄（看護学部准教授）

21 レコードでつながる世代間交流プロジェクト「RECO」における
制作物協力 NPO法人 ezorock 須之内	元洋（デザイン学部助教）

22 丘のまちびえい宮様国際スキーマラソン大会開催事業 宮様国際スキーマラ
ソン組織委員会 武邑	光裕（デザイン学部教授）

23 札幌市子ども未来局「絵本の読み聞かせ推進事業」イベント 札幌市子ども未来局
小宮	加容子（デザイン学部講師）
福田	大年（デザイン学部講師）

24 新千歳空港ターミナルビル国内線 3階壁面デザイン制作 株式会社	えんれいしゃ 福田	大年（デザイン学部講師）

4.1 協力依頼一覧
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No. 依頼内容 依頼元 対　応

25 大倉山ジャンプ競技場着ぐるみデザイン募集 株式会社札幌振興公社 上遠野	敏（デザイン学部教授）

26 保養センター駒岡　PRイメージ検討業務 札幌市 吉田	和夫（デザイン学部教授）

27 「CASBEE札幌」の環境性能表示ラベルの作成 札幌市 吉田	和夫（デザイン学部教授）

28 定山渓温泉観光魅力アップ構想におけるゲート装置の提案 一般社団法人定山渓観光協会 羽深	久夫（デザイン学部教授）

29 自転車押し歩き推進事業 札幌市市民まちづくり局 吉田	和夫（デザイン学部教授）

30 第 20 回芸術の森地区文化祭 芸術の森地区連合会 羽深	久夫（デザイン学部教授）

31 「北海道博物館」のロゴマーク作成事業 北海道開拓記念館 武田	亘明（デザイン学部准教授）

32 真駒内駅前花いっぱい事業 札幌市南区 吉田	惠介（デザイン学部教授）

33 特別養護老人ホーム「セボラ・コリーナ」のロゴデザイン 社会福祉法人	愛和福祉会 大渕	一博（デザイン学部講師）

34 第 18 回統一地方選挙に係る啓発CM 札幌市選挙管理委員会 石田	勝也（デザイン学部講師）

35 北海道じゃらん× nittan 地域戦略会議×大学生による　若者の旅行
需要創出事業「旅プロデュース部」のロゴ作成

株式会社リクルート
北海道じゃらん 上田	裕文（デザイン学部講師）

4.2 協力依頼事例

No.1　琴似再開発地区自動販売機デザイン

No.3　「2017 冬季アジア札幌大会」ポスターのデザイン

琴似駅周辺は空中歩廊で繋

がれたコミュニテイ都市とし

て再開発されており、そこに

設置されている自動販売機の

デザインを 4 名の学生（デザ

イン学部 4 年生）が担当しま

した。

2017 年 2 月に、札幌市と帯広市を舞台に第８回冬季アジア大会が開催さ

れます。この大会のポスターに、秋田胡桃さん（デザイン学部メディアデザ

インコース 4年）の作品が採用されました。アジア圏から多くの国と地域が

参加して催される賑わい、華やかさ、競技種目の多彩さを表現しました。

※ 2015.3.31現在の職名で掲載
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No.11　「札幌市中央消防署モザイクアート 2014」の製作

札幌国際芸術祭 2014の「創造都市さっぽろ推進プログラム事業」

の一環として、本学の教員 3名が技術的・デザイン的な協力を行

いました。昭和２年に竣工した「札幌消防署」の貴重な写真をベー

スとした、幅 1.5m×高さ 2.2mのフォトモザイク制作が製作され、

さっぽろ地下街オーロラタウンにて一般公開されました。

No.16　奥洞爺牛及び奥洞爺のロゴマーク制作

No.20　「ミニ大通りお散歩まつり」に看護学部の学生・教員が企画参加

No.18　「札幌市グリーティングカード」デザイン製作

壮瞥町商工会奥洞爺委員会が実施している事業における「奥洞爺牛」及

び「奥洞爺」のロゴマークの作成を、本学の学生らを主体として奥洞爺地域

の視察や地域住民を交えたワークショップを経て行い、奥洞爺ロゴは沼田香

織さんと平中麻美子さんの共作が，奥洞爺牛ロゴは平中麻美子さんの作品が

選ばれました。（登録商標申請中）

ミニ大通 ( 札幌市中央区 ) 界隈全体を会場に、そぞろ歩きを楽しみつつ、

地域の魅力を再発見しながら、秋の 1日を一緒に楽しむお祭りに、看護学部

の学生と教員が医療セミナーの企画運営、ちびっこゾーンにて紙芝居、読み

聞かせ等に参加しました。

毎年末に札幌市の PRを兼ねて制作される「札幌市グリー

ティングカード」の制作にデザイン学部コンテンツコースの

学生 21 名が参加し、継田彩乃さん（デザイン学部コンテン

ツコース２年）の作品が採用され、札幌市長名で 12 月 11 日

に世界 152 カ国に向けて 328 通発送されました。
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5. 地域貢献

No. 依頼内容 主催者 対　応

1 三吉神社例大祭　 三吉神社 上遠野	敏（デザイン学部教授）
デザイン学部学生　10名

2
札幌国際芸術祭 2014連携事業
《7× 10　アート＆デザインの学生選抜展》 札幌市立大学 札幌市立大学地域連携研究センター

3
北広島市消防署研修会
『災害現場におけるトリアージ』 北広島市消防署 太田	晴美（看護学部講師）

看護学部学生　6名

4
「そらち炭鉱の記憶アートプロジェクト」の関
連事業
　歯輝歯輝（はきはき）　〜お口から健康に〜

三笠市幾春別町 村松	真澄（看護学部准教授）
看護学部学生　6名

5 総合病院の災害訓練 苫小牧市　王子総合病院 太田	晴美（看護学部講師）
看護学部学生・OB　9名

6 雪あかりの祭典ARUTOU2015
札幌市立大学
芸術の森キャンパス

札幌市立大学
「雪あかりの祭典」実行委員会

5.1 地域貢献

No.31　「北海道博物館」のロゴマークの制作

No.25　大倉山ジャンプ競技場着ぐるみデザイン

No.24　新千歳空港ターミナルビルの壁面デザイン制作

北海道の自然・歴史・文化を紹介する「北海道博物館（愛

称：森のちゃれんが）」のロゴマークをデザイン学部	武田

亘明准教授ゼミの学生 9 名のチーム（板山果織、熊谷奈織、

高橋由衣、福田由季、松田沙織、松谷萌、山本美優、渡辺

智美、佐藤里映）により作成し、愛称の「森のちゃれんが」

にちなみ、博物館の建物をモチーフとしたれんが色に統一

したデザインが選ばれました。

大倉山ジャンプ競技場施設ＰＲのため

の着ぐるみデザインを本学学生に呼びかけ

て募集し、山崎美咲さん（大学院 1年コン

テンツ・メディア分野）の作品に決定し、

本年 5月に着ぐるみ完成しました。

新千歳空港ターミナルビル国内線 3

階レストランゾーンの南側にある約

10mの壁面に、食をテーマとしたグラ

フィクスを、コンテンツデザインコー

ス 4年生山野井早紀さんが制作し、平

成 27 年 1 月 30 日から約１年間設置さ

れる予定です。
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5.2 地域貢献事例

No.1　「三吉神社例大祭」

No.4　「歯輝歯輝（はきはき）～お口から健康に～」

No.2　札幌国際芸術祭 2014 連携事業《7 × 10：アート＆デザインの学生選抜展》

「さんきちさん」として地域の人に親しまれている三吉神社（札幌市中央区）の毎年 5月 14 日と 15 日に開かれる例

大祭に参加し、キャラクターグッズのデザイン協力、会場で冊子やクーポン、キャラクターグッズの配布、会場の清

掃等、地域の方々と触れ合いました。

　2014 年 8 月 31 日、三笠市幾春別中島

町集会所において、地域交流ボランティ

ア同好会「act」の 6名と看護学部村松准

教授が、「歯輝歯輝（はきはき）〜お口

から健康に〜」というテーマで、地域の

方々に口腔ケアに関するセミナー開催し

ました。

　各国の学生たちが「都市」や「自然」

の中で学び、生活する過程で獲得してき

た視点や観点を紹介する機会として、各

大学から選抜された学生作品展を 7月 22

日〜 9 月 18 日　札幌市立大学芸術の森

キャンパスにて開催しました。

参加大学：　	清華大学美術学院、華梵大学、ラップランド大学、雲林科学技術大学、

又松大学、はこだて未来大学、札幌市立大学

　入れ歯の手入れのお話や実際に歯ブラシで歯を磨いたり、参加者の悩みを聞いた

りしながら、一緒にお口のケアについて考えました。

＊セミナー「歯輝歯輝〜お口から健康に〜」は、「そらち炭鉱の記憶アートプロジェ

クト」の関連事業です
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